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社会保障制度の抜本的改革

わ
が
国
の
社
会
保
障
給
付
費
は
、
少
子

高
齢
化
に
伴
い
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
。
団
塊
世
代
が
後
期
高
齢
者
に

な
る
2
0
2
5
年
に
か
け
、
社
会
保
障
費

の
膨
張
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
税
や
保
険
料
な
ど
で
賄
う
社
会
保
障
給
付
費
は
現

在
約
1
2
0
兆
円
で
す
が
、
内
閣
府
な
ど
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
2
0
4
0
年
度
に

は
1.
5
倍
の
約
1
9
0
兆
円
に
増
加
し
ま
す
。
G
D
P
比
は
2
0
1
8
年
度
で

2
1.
5
％
で
す
が
、
2
0
4
0
年
度
に
は
約
24
％
に
増
加
し
ま
す
。
こ
の
2.
5

ポ
イ
ン
ト
の
増
加
は
約
14
兆
円
に
相
当
し
ま
す
。
消
費
税
が
10
％
に
な
っ
て
も
、

社
会
保
障
改
革
が
進
捗
せ
ず
、
仮
に
消
費
増
税
の
み
で
財
政
再
建
を
行
う
と
す
る

と
、
中
長
期
的
に
は
消
費
税
を
24
％
に
ま
で
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

政
府
は
2
0
1
9
年
10
月
に
消
費
税
率
を
10
％
に
引
き
上
げ
る
予
定
で
す
が
、

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
急
速
に
進
む
中
、
社
会
保
障
費
の
増
加
や
恒
常
化
す

る
財
政
赤
字
に
よ
り
、
日
本
の
財
政
は
大
変
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
状
況
の
中
、
社
会
保
障
財
政
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
外
来
受

診
時
の
定
額
負
担
の
導
入
、
後
期
高
齢
者
な
ど
の
窓
口
負
担
の
見
直
し
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
改
革
効
果
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の

40
兆
円
の
国
民
医
療
費
の
う
ち
、
保
険
料
と
公
費
で
約
88
％
が
賄
わ
れ
て
お
り
、

自
己
負
担
は
残
り
の
約
12
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
負
担
を
増
や
し
た
と
し
て
も
、
財

政
再
建
効
果
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

膨
張
す
る
医
療
費
管
理
の
た
め
の
自
動
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
地
域
独
自
の
診
療

報
酬
の
導
入
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
財
務
省
案
で
、
経
済
成
長
や
人
口

減
少
の
ス
ピ
ー
ド
に
応
じ
、
医
療
費
が
増
加
し
た
時
に
患
者
の
自
己
負
担
を
自
動

的
に
引
き
上
げ
る
方
式
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
病
院
や
薬
局
な
ど
が
受
け
取
る
診

療
報
酬
に
、
自
動
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
導
入
す
る
案
で
す
。
医
療
費
の
約
3
割
を

占
め
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
診
療
報
酬
へ
の
導
入
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
75

歳
以
上
に
つ
い
て
、
前
年
度
の
診
療
報
酬
か
ら
一
定
の
割
合
を
差
し
引
い
た
額
を

今
年
度
の
診
療
報
酬
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
下
で
は
、
医
療
費

の
G
D
P
比
は
一
定
水
準
に
落
ち
着
き
、
人
件
費
も
成
長
率
に
連
動
し
て
伸
び
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
本
の
医
療
制
度
は
、
世
界
に
誇
る
べ
き
も
の
で
す
が
、
人

口
減
少
や
低
成
長
、
社
会
保
障
費
の
急
増
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
そ
の
持
続
可
能

性
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
医
療
に
お
い
て
も
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
導
入

が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

『清流の国ぎふ』新たな挑戦

東
京
岐
阜
県
人
会
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
岐
阜
県
政
に
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

岐
阜
県
で
は
、
昨
年
は
、「
岐
阜
か
が
み
が
は
ら
航
空
宇
宙
博
物
館
」
な
ど
産

業
・
観
光
の
交
流
拠
点
の
創
出
、「
半
分
、
青
い
。」
効
果
な
ど
に
よ
り
、
多
く

の
皆
様
に
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」
の
魅
力
を
体
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
方

で
、「
豪
雨
災
害
」、「
豚
コ
レ
ラ
」
へ
の
対
応
に
あ
た
り
、
防
災
・
防
疫
に
全
力

を
あ
げ
て
取
り
組
む
こ
と
を
改
め
て
決
意
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

本
年
は
、「
平
成
」
に
次
ぐ
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
で
あ
り
、
ま
た
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、
日
本
に
対
す
る
世
界
の
関
心
が
一

段
と
高
ま
る
年
で
あ
り
ま
す
。
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
産
業
・
観
光
振
興
の
絶
好
の
契
機
と
捉
え
、「『
清
流
の
国
ぎ
ふ
』

を
支
え
る
人
づ
く
り
」「
健
や
か
で
安
ら
か
な
地
域
づ
く
り
」「
地
域
に
あ
ふ
れ

る
魅
力
と
活
力
づ
く
り
」
を
政
策
の
柱
に
、『
清
流
の
国
ぎ
ふ
』
づ
く
り
を
一
層

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
人
づ
く
り
」
で
は
、
担
い
手
確
保
に
向
け
、
小
・
中
・
高
一
貫
し
て
、
ふ
る

さ
と
岐
阜
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
育
む
教
育
を
推
進
す
る
ほ
か
、
女
性
、
障
が
い

者
な
ど
誰
も
が
活
躍
で
き
る
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

「
地
域
づ
く
り
」
で
は
、
医
療
と
福
祉
の
連
携
・
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
障

が
い
の
あ
る
方
の
自
立
・
社
会
参
画
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
岐
阜
２
０
２
０
」
を
見
据
え
、
健
康
づ
く
り
を
一
層
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
一
方
、
自
然
災
害
等
か
ら
県
民
の
命
を
守
る
防
災
対
策
や
家
畜
防

疫
体
制
の
構
築
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
魅
力
と
活
力
づ
く
り
」
で
は
、
本
県
の
誇
る
「
観
光
・
食
・
モ
ノ
」
を
「
岐

阜
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
国
内
外
に
大
い
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、「
岐

阜
関
ケ
原
古
戦
場
記
念
館
」
の
開
館
や
本
県
ゆ
か
り
の
明
智
光
秀
公
が
主
役
の

大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
の
放
送
を
見
据
え
た
歴
史
・
戦
国
・
武
将
観
光

に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
９

ぎ
ふ
清
流
大
会
」
を
通
じ
た
総
参
加
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

産
業
面
で
は
、「
航
空
宇
宙
生
産
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
な
ど
成
長
産
業

の
振
興
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
東
海
環
状
自
動
車
道
西
回
り
、
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
な
ど
広
域
交
通
の
整
備
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
東
京
岐
阜
県
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
一
層
の

ご
活
躍
・
ご
健
勝
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

東
京
岐
阜
県
人
会 

会
長  

吉
村 

泰
典

岐
阜
県
知
事

古
田
　
肇 
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平
成
30
年
11
月
20
日
（
火
）
午
後
6
時
か
ら
、

例
年
と
同
様
、
千
代
田
区
飯
田
橋
（
九
段
下
）

の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
に
お
い
て
、
平
成

30
年
度　

東
京
岐
阜
県
人
会
総
会
及
び
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
は
冒
頭
、
吉
村
会

長
か
ら
「
日
本
の
年
間
出
生
数
の
1
0
0
万
人

割
れ
が
続
き
、
岐
阜
県
の
人
口
も
2
0
0
万
人

割
れ
と
な
っ
て
い
る
中
、
当
会
の
会
員
数
の
減

少
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ

委
員
会
の
活
動
を
強
化
し
、
若
い
世
代
の
勧
誘

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
本
日
ご
来
場
の
皆
様
に

も
、
当
会
の
素
晴
ら
し
さ
を
周
り
の
若
い
人
に

教
え
て
あ
げ
て
欲
し
い
」
旨
の
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
次
い
で
同
会
長
が
議
長
と
な
り
、
山
本
幹

事
長
よ
り
①
事
業
実
績
・
計
画
、
②
収
支
決
算
・

収
支
予
算
、
③
役
員
選
出
等
の
提
出
議
案
の
説

明
が
あ
り
、
慎
重
な
る
審
議
の
結
果
、
全
議
案

が
満
場
一
致
で
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
役
員
選
任
で
は
、
多
方
面
で
ご
活

躍
の
21
名
の
県
出
身
者
の
方
々
に
新
た
に
役
員

に
ご
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の
当
県
人

会
の
運
営
や
会
員
増
強
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

午
後
6
時
30
分
か
ら
懇
親
会
に
移
り
ま
し
た

が
、
会
場
は
、
今
回
の
ゲ
ス
ト
日
原
暢
子
（
ひ

は
ら
よ
う
こ
）
さ
ん
の
箏
の
演
奏
で
、
早
く
も

お
正
月
を
迎
え
た
か
の
よ
う
な
空
気
に
包
ま
れ
、

い
つ
に
な
く
雅
や
か
な
雰
囲
気
で
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。

吉
村
会
長
の
挨
拶
で
は
、
冒
頭
、
ロ
ン
ド

ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
教
授
リ
ン
ダ
・
グ
ラ

ッ
ト
ン
氏
の
著
書
「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ　

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ

（
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
）」
の
紹
介
が
あ
り
、
生
涯
現

役
の
た
め
ひ
と
り
ひ
と
り
の
自
立
が
大
切
で
あ

る
と
の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
岐
阜
県

は
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
半
分
、
青
い
。」

や
2
0
2
0
年
に
は
、
明
智
光
秀
を
主
役
と
す

る
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
が
予
定
さ
れ

る
な
ど
、
岐
阜
県
出
身
者
に
元
気
を
与
え
る
話

題
が
事
欠
か
な
い
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

恒
例
の
古
田
県
知
事
の
ご
挨
拶
は
、
残
念

な
が
ら
県
内
で
発
生
し
た
「
豚
コ
レ
ラ
」
へ
の

対
応
等
で
知
事
が
ご
欠
席
さ
れ
、
お
聴
き
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
代
理
出
席
い
た

だ
い
た
神
門
副
知
事
か
ら
、
岐
阜
ブ
ラ
ン
ド
の

魅
力
を
世
界
に
発
信
す
る
「
飛
騨
・
美
濃
じ
ま

ん
海
外
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、

知
事
が
中
国
・
香
港
・
ベ
ト
ナ
ム
へ
訪
問
さ
れ

た
旨
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

懇
親
会
に
は
、
多
く
の
会
員
を
は
じ
め
、
地

元
市
町
村
長
な
ど
来
賓
の
方
々
に
も
多
数
お
越

し
い
た
だ
き
、
総
勢
２
５
０
名
を
超
え
る
盛
大

な
会
と
な
り
ま
し
た
。

前
述
の
、
日
原
さ
ん
は
羽
島
郡
笠
松
町
出

身
・
東
京
藝
術
大
学
邦
楽
科
生
田
流
箏
曲
専

攻
を
主
席
で
卒
業
さ
れ
た
箏
・
地
歌
三
絃
・

二
十
五
絃
箏
奏
者
で
す
。
当
日
は
、
2
曲
演
奏

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
界
か
ら
は
、
サ
ッ
カ
ー

の
Ｆ
Ｃ
岐
阜
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
岐
阜
Ｓ

Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
の
関
係
者
が
来
場
さ
れ
そ
れ
ぞ
れ

の
チ
ー
ム
へ
の
応
援
を
呼
び
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
外
人
選
手
の
身
長
（
2
0
6
セ

ン
チ
）
が
印
象
的
で
し
た
。

今
年
も
会
場
と
な
る
ホ
テ
ル
に
は
、
特
別
に

岐
阜
県
産
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
沢
山
提
供

し
て
い
た
だ
き
、
加
え
て
飛
騨
牛
の
ロ
ー
ス
ト

ビ
ー
フ
、
五
平
餅
、
ボ
ー
ノ
ポ
ー
ク
、
な
ど
を

持
ち
込
み
、
例
年
に
負
け
な
い
郷
土
色
豊
か
な

料
理
や
地
酒
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
県
産
品

の
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
県
下
各
地
の
特
産
品

が
並
べ
ら
れ
、
相
変
わ
ら
ず
の
盛
況
振
り
で
し

た
。
午
後
8
時
半
、
大
石
副
会
長
（
レ
デ
ィ
―
ス

倶
楽
部
委
員
長
）
の
一
本
締
め
と
と
も
に
、
余

東京岐阜県人会 平成30年度 
総会・懇親会が開催されました

懇親会風景

4平成30年度 総会・懇親会



韻
を
残
し
な
が
ら
懇
親
会
は
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

各
市
町
村
か
ら
多
く
の
ご
恵
贈
品
・
お
土
産

品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
今
回
は
、
飛
騨

地
方
、
美
濃
地
方
問
わ
ず
多
く
の
地
酒
を
ご
提

供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
甘
口
、
辛
口
、
珍
し
い

「
ど
ぶ
ろ
く
」
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

次 回  総会・懇親会開催のお知らせ
日　時 2019年11月26日（火）　

総会：18時～18時20分　　懇親会：18時30分～20時30分
ホテルグランドパレス（東京都千代田区飯田橋１丁目１番地１号）

会員・非会員を問わず、お一人様８千円

会　場

参加費
来賓紹介

日原暢子さんによる演奏



第11回  夏のイベントのご案内
〜女優 仁科亜季子とおじ様達のトークライブ〜

日  時
2019年

7月6日（土）  講演会／13：30〜　懇親会／15：00〜

※詳細は、追ってご案内します。お問い合わせは事務局まで

会  場

女優 仁科 亜季子 （にしな あきこ）

歌舞伎俳優十代目・岩井半四郎の次女として生まれる。1972年学習院女子高等科卒業後、NHK「白鳥の歌なんか聞こ
えない」でデビュー、その後NHK 大河ドラマや、TBS 木下恵介「人間の歌シリーズ」等で、清純派女優として活躍。
1979～1998年の芸能活動休止。2000年本格的に女優業を再開。近年では、バラエティ出演や自身の経験を基にがん治
療に関する講演を行うなど、幅広い活動を行っている。

父は歌舞伎俳優、母は元女優という芸能一家で育ち、

お嬢様女優として高い人気を得た仁科亜季子さん。

結婚、引退、出産、離婚、癌との戦い、

数々 の体験をした彼女が今語る。

吉村会長と谷口理事との楽しいトークショー。

女優　

仁科亜季子
東京岐阜県人会 会長 

吉村 泰典
東京岐阜県人会 理事

谷口 智治出  演

アルカディア市ヶ谷「琴平」
地下鉄 有楽町線・南北線・新宿線 「市ヶ谷駅」（1またはA1）出口から徒歩2分／JR中央線 （各駅停車）「市ヶ谷駅」から徒歩2分

〒102-0073 東京都千代田区九段北4-2-25
電話： 03-3261-9921

参加費 会員・非会員を問わず4,000円 定  員 先着50名

6夏のイベント告知



飛
騨
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た

取
組
み

飛
騨
地
域
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中
山
間
地

域
に
位
置
す
る
高
冷
地
で
す
。
こ
の
高
冷
地
特

有
の
気
温
差
の
大
き
い
気
候
や
、
澄
ん
だ
空
気

に
清
ら
か
な
水
は
米
栽
培
に
最
高
に
適
し
た
土

地
で
す
、
た
だ
平
野
が
少
な
い
こ
と
を
除
け
ば
。

お
い
し
い
お
米
を
作
れ
る
の
に
、
絶
対
量
が
少

な
い
飛
騨
米
、
そ
れ
ゆ
え
、
市
場
に
は
大
量
に

流
通
し
な
い
マ
イ
ナ
ー
な
お
米
と
も
言
え
ま
し

た
。
市
場
の
ニ
ー
ズ
は
、
多
く
が
比
較
的
安
価

な
業
務
用
米
を
求
め
て
い
る
こ
と
は
判
っ
て
い

ま
し
た
が
、「
飛
騨
米
」
は
あ
く
ま
で
ブ
ラ
ン
ド

化
を
目
指
し
ま
し
た
。
何
よ
り
も
お
い
し
い
お

米
を
作
り
た
い
と
い
う
、
農
家
の
熱
意
が
そ
う

さ
せ
ま
し
た
。
多
く
の
農
家
が
品
質
向
上
を
目

指
し
、
行
政
や
Ｊ
Ａ
、
研
究
機
関
も
巻
き
込
ん

で
ブ
ラ
ン
ド
化
が
推
進
さ
れ
、
栽
培
方
法
も
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、『
飛
騨
こ
し
ひ
か

り
』
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
努
力
を
惜
し
み
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
し
て
、『
飛
騨
こ
し
ひ
か
り
』
が
コ
ン
ク
ー

ル
で
も
多
数
入
賞
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
努

力
は
着
実
に
成
果
を
残
し
て
き
ま
し
た
。

お
米
の
国
際
大
会
で

圧
倒
的
な
金
賞
受
賞
数
、

そ
し
て
世
界
最
高
米
に
6
点
認
定

平
成
30
年
11
月
、
国
内
最
大
級
の
お
米
の
コ

ン
ク
ー
ル
で
、
米
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
も
言
わ

れ
て
い
る
「
第
20
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン

ク
ー
ル
：
国
際
大
会
」
が
高
山
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
も
注
目
さ
れ

る
国
際
総
合
部
門
に
お
い
て
、
最
高
賞
の
金
賞

20
点
中
12
点
を
飛
騨
米
が
受
賞
す
る
と
い
う
快

挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
大
会
後
、
金
賞
受
賞
し
た
お
米
か

ら
、
さ
ら
に
成
分
分
析
に
よ
っ
て
世
界
最
高
米

と
し
て
今
回
7
点
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
な

ん
と
そ
の
う
ち
飛
騨
米
か
ら
6
点
認
定
さ
れ
る

と
い
う
コ
ン
ク
ー
ル
始
ま
っ
て
以
来
の
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

都
内
に
も

『
飛
騨
こ
し
ひ
か
り
プ
レ
ミ
ア
ム
』拡
散

今
年
度
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
受
賞
し
、
さ

ら
に
世
界
最
高
米
に
認
定
さ
れ
た
米
作
り
の
プ

ロ
達
も
栽
培
す
る
、『
飛
騨
こ
し
ひ
か
り
プ
レ
ミ

ア
ム
』、
厳
し
い
栽
培
条
件
を
ク
リ
ア
し
集
荷
後

も
個
別
管
理
さ
れ
、
さ
ら
に
食
味
値
・
味
度
値

（
米
の
お
い
し
さ
を
数
値
化
し
た
も
の
）
が
基
準

値
を
ク
リ
ア
し
た
も
の
の
み
が
製
品
と
な
り
ま

す
。
す
で
に
Ｊ
Ａ
ひ
だ
で
は
、『
飛
騨
こ
し
ひ

か
り
プ
レ
ミ
ア
ム
』
を
都
内
の
方
に
も
味
わ
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
伊
勢
丹
や
ク
ィ
ー
ン
ズ
伊

勢
丹
の
一
部
店
舗
に
展
開
し
、
順
番
に
店
舗
を

ま
わ
り
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
試
食
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
山
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に

も
採
用
さ
れ
、
徐
々
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
来
ま
し
た
。

絶
対
量
が
少
な
い
飛
騨
の
お
米
、
さ
ら
に
選

び
抜
か
れ
た
『
飛
騨
こ
し
ひ
か
り
プ
レ
ミ
ア
ム
』

は
、
そ
の
一
粒
一
粒
が
こ
だ
わ
り
抜
い
た
努
力

の
結
晶
で
す
。

噛
む
ほ
ど
に
そ
の
甘
み
を
感
じ
、
程
よ
い
粘
り

と
お
米
本
来
の
か
ほ
り
が
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。

ま
だ
、
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
あ
な
た
、
一

度
食
べ
て
み
ん
か
な
。

ふるさとのお米、
その一粒のために。『飛騨米』

◆ＪＡひだ  販売戦略課
　 電話：0577-36-3880
　 http://www.ja-hida.or.jp
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「
映
画
づ
く
り
は
ロ
マ
ン
と
ソ
ロ
バ
ン
」

最
新
作
は
日
露
合
作
『
ソ
ロ
ー
キ
ン
の
見
た
桜
』

39
歳
の
春
、
自
宅
近
く
に
開
店
し
た
ば
か
り
の
絨
毯
屋
で
1
枚
の
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
を
買
い
ま
し
た
。
今
は
我
が
家
の
玄
関
に

敷
か
れ
て
い
る
そ
の
絨
毯
を
見
る
た
び
に
、
巡
り
あ
わ
せ
の
不
思
議
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
1
枚
の
絨
毯
を
買
っ
た
こ
と
か
ら

イ
ラ
ン
と
い
う
国
と
文
化
に
興
味
を
抱
き
、
イ
ラ
ン
映
画
を
よ
く
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た—

—

。

当
時
私
は
、
映
画
を
見
る
こ
と
は
好
き

で
し
た
が
、
映
画
を
つ
く
る
の
に
何

が
必
要
か
も
全
く
し
ら
ず
、
将
来
自
分
が
映
画

作
り
に
プ
ロ
デ
ユ
ー
サ
ー
と
し
て
関
わ
ろ
う
と

は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
主
婦
で
あ
っ
た

私
が
40
歳
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
映
画
づ
く
り
、

実
は
、
最
初
の
き
っ
か
け
は
10
歳
の
娘
と
の
約

束
、「
貴
女
を
主
演
に
映
画
を
作
っ
て
あ
げ
る

わ
」
か
ら
で
し
た
。
と
い
う
の
も
、
娘
が
オ
ー

デ
イ
シ
ョ
ン
を
受
け
、
出
演
す
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
映
画
の
役
が
非
常
に
難
し
く
、
資
金
難
で

劇
場
公
開
も
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
私
は
、
少
な
い
貯
金
を
も
元
に
、

日
本
と
イ
ラ
ン
を
舞
台
に
子
供
達
が
活
躍
す

る
映
画
を
作
っ
て
み
た
い
と
構
想
を
練
り
、

日
本
の
大
手
映
画
会
社
3
社
に
提
案
に
い
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
の
会
社
も
、
経
験
が

な
い
か
ら
、
原
作
が
な
い
か
ら
、
子
供
が
主

演
で
は
無
理
な
ど
と
全
く
相
手
に
さ
れ
ま
せ

ん
。
あ
あ
、
日
本
で
は
映
画
製
作
は
無
理
だ

な
と
諦
め
て
い
た
時
に
、
子
供
が
主
役
の
イ

ラ
ン
映
画
「
運
動
靴
と
赤
い
金
魚
」
が
、
ア

カ
デ
ミ
ー
外
国
映
画
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を

知
り
、
そ
う
だ
、
イ
ラ
ン
人
と
だ
っ
た
ら
何

と
か
な
る
か
も
し
れ
な
い
、
娘
と
の
約
束
を

守
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で

翌
週
に
は
イ
ラ
ン
に
飛
び
、
イ
ラ
ン
人
の
監

督
に
「
日
本
と
イ
ラ
ン
の
合
作
映
画
を
つ
く

り
た
い
」
と
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。

イ
ラ
ン
人
の
監
督
は
「
ど
う
い
う
お
話

し
？
」
と
そ
れ
だ
け
聞
く
の
で
、「
日
本
と

イ
ラ
ン
の
子
供
達
が
主
役
で
両
国
の
文
化

を
縦
軸
に
心
温
ま
る
映
画
を
作
り
た
い
」

と
身
振
り
手
振
り
を
交
え
て
説
明
。
す
る

と
「
い
い
お
話
し
で
す
ね
、
作
り
ま
し
ょ

う
」
と
握
手
。
日
本
と
は
大
違
い
、
そ
の

場
で
契
約
し
て
、
契
約
手
付
金
を
置
い
て

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
か
ら
が

苦
労
の
連
続
で
し
た
。

映
画
プ
ロ
デ
ユ
ー
サ
ー
と
し
て
大
切
な

こ
と
は
、
物
語
の
骨
格
を
決
め
、
監

督
を
決
め
、
製
作
に
必
要
な
お
金
を
集
め
、

契
約
を
む
す
ぶ
こ
と
で
す
。
監
督
は
イ
ラ
ン

人
、
制
作
資
金
は
何
と
か
調
達
し
た
も
の
の
、

契
約
の
と
こ
ろ
で
、
大
変
な
失
敗
を
し
ま
し

た
。
分
厚
い
契
約
書
の
中
の
一
項
「
ワ
ー
ル

ド
セ
ー
ル
ス
は
日
本
側
に
あ
る
」
と
い
う
事

前
合
意
内
容
が
、
な
ぜ
か
「
イ
ラ
ン
側
に
あ

る
」
と
書
き
替
え
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ

れ
を
見
落
と
し
て
サ
イ
ン
。
イ
ラ
ン
側
が
契

約
直
前
で
内
容
を
擦
り
替
え
て
い
た
の
で
す
。

何
も
知
ら
ず
、
日
本
に
帰
り
配
給
元
に
契
約

書
を
見
せ
る
と
「
ど
う
し
て
確
認
し
な
い
で

サ
イ
ン
し
た
ん
で
す
か
！
こ
れ
で
は
出
資
は

で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
イ
ラ
ン
側

は
サ
イ
ン
し
た
私
が
悪
い
と
い
う
。
こ
の
サ

8「映画づくりはロマンとソロバン」最新作は日露合作『ソローキンの見た桜』



映画＆コンテンツプロデューサー
益田 祐美子（ますだ ゆみこ）
　岐阜県高山市生まれ。金城学院大学卒業。同大学での研究「高齢者用
商品開発への提言と実際」が商品研究大賞受賞。ＮＨＫ岐阜でニュース
や子ども向け番組に出演。女性誌記者を経て、㈱平成プロジェクトを設
立。2003年日本イラン合作映画「風の絨毯」（カマル・タブリージー監
督）を皮切りに映画16本、テレビ番組など製作。数々の賞を受賞。最

新作は、3月22日劇場公開の「ソローキンの見た桜」（井上雅貴監督）。経済産業省「モノづ
くり日本大賞」審査員を経て、瀬戸内国際こども映画祭2011 総合プロデューサー、平成24年
日本民間放送連盟賞中国・四国地区審査員、第10回小田原映画祭短編映画審査員、ヒロシマ
平和賞審査員、防衛庁航空幕僚幹部援護推進委員等。著書に「映画づくりは、ロマンとソロ
バン」（アートデイズ）がある。

イ
ン
が
有
効
に
な
っ
た
ら
「
映
画
は
イ
ラ
ン

の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
」、
怒
り
が
爆
発
。

翌
週
、
私
は
イ
ラ
ン
に
飛
び
担
当
者
に
強
く

抗
議
し
ま
し
た
。「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
日
本
に
帰

れ
な
い
」
と
、
契
約
書
を
ビ
リ
ビ
リ
破
り
な

が
ら
涙
ボ
ロ
ボ
ロ
で
す
。
イ
ラ
ン
側
は
驚
い

て
「
君
は
ど
う
し
て
契
約
書
を
破
る
ん
だ
」

と
。「
契
約
書
は
紙
だ
か
ら
、
鉄
で
で
き
て
い

た
ら
破
れ
な
い
」
と
返
す
と
、
さ
す
が
に
イ

ラ
ン
側
も
人
間
、
泣
き
な
が
ら
契
約
書
を
破

る
女
に
は
勝
て
な
か
っ
た
よ
う
で
、
契
約
書

を
作
り
直
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

後
で
思
う
と
、
本
当
に
素
人
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
契
約
、
特
に
異
文
化
ビ
ジ
ネ
ス
に
お

け
る
契
約
に
関
し
て
は
、
そ
の
経
験
か
ら
多

く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
緒
に
仕
事
を
し
た
イ
ラ
ン
人

か
ら
こ
ん
な
助
言
を
も
ら
い
ま
し
た
。「
人
間

は
悩
め
ば
悩
む
ほ
ど
”神
“に
近
づ
く
、
君
も

少
し
”神
“に
近
づ
い
て
き
た
ね
。
こ
の
経
験

が
そ
の
後
の
韓
国
や
カ
タ
ー
ル
と
の
映
画
づ

く
り
に
、
お
お
い
に
役
立
ち
ま
し
た
。

映
画
「
風
の
絨
毯
」
は
2
0
0
3
年
フ
ァ

ジ
ー
ル
国
際
映
画
祭
で
観
客
賞
な
ど
三
部
門
を

受
賞
し
、
日
本
で
も
東
京
国
際
映
画
祭
の
招
待

作
品
と
な
り
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

興
行
的
に
は
大
ヒ
ッ
ト
作
に
は
な
ら
ず
、
私
は

お
金
を
失
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
今
は
亡
き
、

日
本
の
大
ス
タ
ー
三
國
連
太
郎
（
2
0
1
3
年

他
界
）
さ
ん
に
言
わ
れ
ま
し
た
、「
あ
な
た
は

イ
ラ
ン
と
映
画
を
作
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
だ
け

の
人
脈
と
体
験
を
得
た
の
だ
か
ら
、
も
う
1
本

映
画
を
作
っ
て
、
次
に
つ
な
が
る
も
の
を
財
産

と
し
て
残
し
な
さ
い
」
と
。

私
は
娘
の
た
め
に
映
画
作
り
を
始
め
ま
し

た
が
、
現
在
、
17
年
間
で
14
本
の
映
画
を
製

作
。
２
本
投
資
。
映
画
は
国
境
を
越
え
「
思

い
」
を
世
界
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
新
作
は
、
３
月
22
日
に
全
国
公
開
す

る
日
露
合
作
映
画
『
ソ
ロ
ー
キ
ン
の

見
た
桜
』。
日
露
戦
争
の
さ
な
か
、
愛
媛
県
松

山
に
設
置
さ
れ
た
「
捕
虜
収
容
所
」
を
舞
台

に
、
英
語
教
師
で
篤
志
看
護
婦
の
主
人
公
ゆ

い
と
、
ロ
シ
ア
軍
少
尉
の
捕
虜
ソ
ロ
ー
キ
ン

と
が
織
り
な
す
「
愛
」
を
軸
に
、
歴
史
に
翻

弄
さ
れ
な
が
ら
も
逞
し
く
生
き
抜
く
国
境
を

越
え
た
人
々
の
人
間
ド
ラ
マ
で
す
。「
日
露
戦

争
時
代
の
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」。

こ
の
物
語
が
成
立
す
る
に
は
、
捕
虜
に
対

す
る
日
本
軍
の
寛
大
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

日
露
戦
争
は
、
長
い
鎖
国
か
ら
目
覚
め

「
近
代
国
家
」
に
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
す
る

「
日
本
」
が
、
民
族
の
存
亡
を
か
け
て
戦
っ

た
戦
争
で
、
世
界
に
日
本
と
い
う
国
の
存
在

感
を
示
し
ま
し
た
。
当
時
の
将
校
ク
ラ
ス
は

か
な
り
の
大
金
を
も
っ
て
い
た
の
で
旺
盛
な

消
費
を
繰
り
返
し
、
町
は
ず
い
ぶ
ん
と
活
性

化
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ

り
ま
し
た
が
、
概
し
て
市
民
の
評
判
も
よ
く
、

日
本
が
「
先
進
国
」
に
な
る
上
で
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
の
で
す
。

ヒ
ロ
イ
ン
の
桜
子
（
阿
部
純
子)

は
先
祖
に

ロ
シ
ア
人
の
血
が
ま
じ
っ
て
い
る
と
祖
母(

山

本
陽
子)

か
ら
知
ら
さ
れ
ま
す
。
桜
子
は
自
分

の
ル
ー
ツ
に
興
味
を
も
ち
、
上
司(

斎
藤
工)

の

指
導
の
も
と
日
露
戦
関
係
の
資
料
を
漁
る
う
ち

に
、
不
思
議
な
こ
と
が
。
明
治
37
年
、
桜
子
は

「
武
田
ゆ
い
」
と
い
う
女
性
に
な
り
（
一
人
二

役
）、
ロ
シ
ア
軍
人
ソ
ロ
ー
キ
ン
と
の
出
会
い

か
ら
別
離
に
い
た
る
ま
で
、
そ
し
て
、
そ
の
後

の
軌
跡
を
描
き
ま
す
。
物
語
は
、
捕
虜
収
容
所

の
河
野
所
長(

イ
ッ
セ
ー
尾
形)

や
ボ
イ
ス
マ
ン

大
佐
と
の
友
情
も
描
き
な
が
ら
、
歴
史
に
残
る

逃
亡
事
件
と
ソ
ロ
ー
キ
ン
の
重
大
な
「
秘
密
」、

そ
の
事
件
に
隠
さ
れ
た
影
の
部
分
を
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
で
推
理
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

第
一
回
日
本
放
送
文
化
大
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
を

受
賞
し
た
、
史
実
に
基
づ
く
伝
説
の
ラ
ジ
オ
ド

ラ
マ
の
映
画
化
は
、
日
露
戦
争
時
代
と
い
う
時

代
設
定
と
ロ
シ
ア
と
の
交
渉
、
ロ
シ
ア
有
名
俳

優
陣
と
の
共
同
製
作
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
費

用
、
調
整
、
編
集
、
言
語
な
ど
難
航
を
極
め
ま

し
た
が
、
現
場
は
通
常
の
映
画
製
作
の
枠
を
超

え
、
非
常
に
楽
し
く
進
み
ま
し
た
。

日
本
と
ロ
シ
ア
、
政
治
状
況
が
も
や
も
や

し
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
映
像
を
通
じ
て

民
間
外
交
と
、
許
さ
れ
な
い
状
況
下
の
”純

愛
“
を
感
じ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で

す
。
知
ら
れ
ざ
る
歴
史
の
裏
側
と
、
ハ
ッ
ピ
ー

エ
ン
ド
だ
け
ど
涙
が
出
る
感
動
を
劇
場
で
感

じ
て
く
だ
さ
い
ね
。

9 「映画づくりはロマンとソロバン」最新作は日露合作『ソローキンの見た桜』



吉村 泰典

閑
話

休
題

吉村 泰典 プロフィール（抜粋）

【主な経歴】
•	 1975年慶應義塾大学医学部
卒業
•	 1995年慶應義塾大学医学部	
産婦人科教授
•	 2014年慶應義塾大学名誉教授
•	 2015年福島県立医科大学		
副学長（業務担当）

【主な学会活動】
•	 2007年日本産科婦人科学会	
理事長（2011年まで）
•	 2010年日本生殖医学会理事長
（2014年まで）
•	 2011年日本産科婦人科内視鏡
学会	理事長（2015	年まで）

【その他】
•	 2013年一般社団法人吉村やす
のり生

いのち

命の環境研究所代表理事
•	 2013年内閣官房参与（少子化
対策・子育て支援担当）

　
中
国
人
研
究
者
が
、
受
精
卵
の
ゲ
ノ
ム
編
集
で
双
子

が
生
ま
れ
た
と
の
報
告
を
し
た
こ
と
に
対
し
、
世
界
か

ら
非
難
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
ゲ
ノ
ム
編
集
は
、

遺
伝
子
を
狙
っ
た
場
所
で
切
断
し
書
き
換
え
る
技
術
で
、

遺
伝
子
を
切
っ
て
壊
し
た
り
、
別
の
遺
伝
子
に
置
き
換

え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
2
0
1
3
年
に
開
発

さ
れ
たCRISPR-Cas9

と
い
う
技
術
は
、
遺
伝
子
を
切
断

す
る
は
さ
み
の
役
割
を
す
る
た
ん
ぱ
く
質
と
、
狙
っ
た

場
所
に
運
ぶ
物
質
を
使
い
ま
す
。
従
来
の
遺
伝
子
組
み

換
え
技
術
で
は
、
狙
っ
た
場
所
に
遺
伝
子
を
導
入
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
ゲ
ノ
ム
編
集
を
医
療
に
応
用
す
る
研

究
は
大
き
く
2
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
体
の
細
胞
の
遺

伝
子
を
改
変
す
る
方
法
と
、
受
精
卵
の
遺
伝
情
報
を
編

集
す
る
方
法
で
す
。

　
遺
伝
性
の
病
気
は
、
特
定
の
遺
伝
子
が
何
ら
か
の
理

由
で
正
常
に
働
か
な
く
な
っ
て
発
症
し
ま
す
。
患
者
の

体
内
で
ゲ
ノ
ム
編
集
し
、
異
常
な
遺
伝
子
を
働
か
な
い

よ
う
に
し
た
り
、
正
常
な
遺
伝
子
に
置
き
換
え
て
機
能

を
補
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
う
し
た
治
療
法
は
遺
伝
子
治

療
と
呼
ば
れ
ま
す
。
一
つ
の
遺
伝
子
が
原
因
と
な
る
病

気
は
数
千
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
治
療
に
向
け
た
基
礎
研

究
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
体
内
で
ゲ
ノ
ム
編
集
し
て
も
、
遺
伝
子
に
変
異
の
あ

る
細
胞
が
多
い
と
全
て
修
正
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
治
療
効
果
が
出
な
か
っ
た
り
、
よ
く
な
っ
て
も

再
発
し
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
精
度
が
上
が
っ

ゲ
ノ
ム
編
集
を
考
え
る

た
と
は
い
え
現
在
の
技
術
は
未
熟
で
、
D
N
A
の
違
う

場
所
を
切
断
し
、
正
常
な
細
胞
が
が
ん
に
な
る
リ
ス
ク

も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
体
外
で
ゲ
ノ
ム
編
集
す
れ
ば
、

安
全
性
は
高
く
な
り
ま
す
。
患
者
か
ら
幹
細
胞
や
免
疫

細
胞
な
ど
を
取
り
出
し
、
遺
伝
子
を
改
変
で
き
た
細
胞

だ
け
を
患
者
に
戻
し
ま
す
。
従
来
の
遺
伝
子
治
療
で
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ゲ
ノ
ム
編
集
な
ら
効
率
よ
く
で

き
ま
す
。
し
か
し
目
的
と
違
う
遺
伝
子
が
改
変
さ
れ
る

可
能
性
も
あ
り
、
想
定
外
の
病
気
が
発
症
す
る
恐
れ
も

あ
り
ま
す
。

　
中
国
の
研
究
者
は
、
エ
イ
ズ
感
染
を
防
ぐ
狙
い
で
、

受
精
卵
に
ゲ
ノ
ム
編
集
を
施
し
、
女
性
の
子
宮
に
移
植

し
双
子
を
誕
生
さ
せ
て
い
ま
す
。
ゲ
ノ
ム
編
集
を
行
っ

た
の
は
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
男
性
と
感
染

し
て
い
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
の
女
性
と
の
間
で
で
き
た
受

精
卵
で
す
。
安
全
性
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
実
験
的
な

方
法
で
子
ど
も
を
誕
生
さ
せ
た
こ
と
は
、
生
ま
れ
た
子

の
人
権
に
関
わ
る
問
題
だ
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

優
れ
た
遺
伝
子
を
優
先
的
に
残
す
と
い
う
発
想
か
ら
、

優
生
思
想
に
結
び
つ
く
危
険
性
も
見
過
ご
せ
ま
せ
ん
。

10閑話休題「ゲノム編集を考える」



岐阜県学寮

岐阜県学生会館
Tokyo
岐阜県学寮での暮らしとは

岐阜県学寮委員長  加藤 伸哉

私
は
東
京
都
文
京
区
に
あ
る
岐
阜
県
学
寮
に
住
ん
で

い
ま
す
。
岐
阜
県
学
寮
は
90
人
程
度
の
学
生
が
住
み
、建

物
自
体
は
何
度
も
建
て
替
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、最
近

創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
丸
ノ
内
線
茗
荷
谷

駅
と
有
楽
町
線
江
戸
川
橋
駅
か
ら
徒
歩
10
分
程
の
場
所

に
あ
り
ま
す
。
各
個
人
の
部
屋
は
4
畳
半
ほ
ど
で
す
が
、

多
く
の
物
が
収
納
で
き
る
よ
う
、造
り
に
は
工
夫
を
凝
ら

し
て
い
ま
す
。
食
事
は
朝
と
夜
に
提
供
さ
れ
、値
段
は
安

く
、
栄
養
も
あ
り
、
お
い
し
い
で
す
。
昼
は
大
学
の
学
食

や
、
大
学
周
辺
で
食
事
を
す
る
た
め
、
食
事
に
困
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

岐
阜
県
学
寮
で
の
暮
ら
し
は
基
本
的
に
門
限
も
な
く

自
由
で
す
が
、
食
事
・
風
呂
・
ト
イ
レ
は
共
有
で
あ
る

た
め
、
学
生
同
士
の
交
流
は
多
く
、
繋
が
り
は
強
い
で

す
。
1
年
を
通
し
て
、
新
入
寮
生
歓
迎
会
や
B
B
Q
大

会
、
茗
友
会(

O
B
会
で
す)

、
予
餞
会(
卒
寮
生
と
新

成
人
を
祝
う
会
で
す)

な
ど
の
公
式
イ
ベ
ン
ト
も
多
数

あ
る
一
方
、集
団
生
活
ゆ
え
風
呂
掃
除
や
ゴ
ミ
処
理
な
ど

の
面
倒
な
仕
事
も
定
期
的
に
回
っ
て
き
ま
す
。

食
堂
に
は
新
聞
や
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
、ニ
ュ
ー
ト
ン
な
ど

の
教
養
物
や
、
ゲ
ー
ム
機
、
麻
雀
卓
、
卒
寮
生
が
残
し

た
多
数
の
漫
画
が
あ
り
、娯
楽
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
時

に
は
サ
ッ
カ
ー
の
国
際
試
合
を
集
ま
っ
て
観
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
し
、最
近
は
め
っ
き
り
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
2
・
3
年
前
に
は
酒
好
き
の
寮
生
が
多
数
在
寮
し
て

お
り
、
頻
繁
に
飲
み
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
を
書
く
と
、遊
ん
で
ば
か
り
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
中
に
は
勤
勉
な
学
生
も
い
ま
す
。

医
者
や
弁
護
士
を
目
指
す
者
や
、
数
学
・
物
理
の
分
野
に

秀
で
て
い
る
者
、大
学
院
進
学
や
留
学
を
希
望
す
る
者
も

お
り
、
志
の
高
い
仲
間
と
夢
を
語
り
合
え
る
の
も
、
こ
の

寮
の
魅
力
で
す
。

岐
阜
県
学
寮
は
学
生
自
治
の
伝
統
が
あ
り
ま
す
。理
事

会
や
住
み
込
み
の
寮
監
な
ど
は
い
ま
す
が
、
寮
の
設
備

や
シ
ス
テ
ム
は
自
分
達
で
創
り
ま
す
。そ
れ
を
担
う
の
は

総
会
と
委
員
会
で
す
。総
会
は
4
〜
6
月
と
10
月
〜
12
月

に
毎
月
開
催
さ
れ
、
原
則
全
員
参
加
で
、
委
員
会
へ
の
要

望
や
寮
に
対
す
る
意
見
を
述
べ
、寮
生
全
員
で
議
論
し
ま

す
。
そ
し
て
委
員
会
は
寮
の
会
計
や
厚
生
、公
式
イ
ベ
ン

ト
の
運
営
を
担
い
、寮
生
の
要
望
に
応
え
る
べ
く
働
き
ま

す
。
委
員
は
総
会
で
寮
生
の
互
選
に
よ
り
選
出
さ
れ
、任

期
は
半
年
、
定
員
は
10
人
で
す
。
こ
の
委
員
会
で
、
私
は

委
員
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

委
員
長
と
し
て
寮
生
の
生
活
に
目
を
配
り
、寮
生
と
対

話
を
重
ね
る
う
ち
、寮
の
改
善
点
の
多
さ
に
気
づ
き
ま
し

た
。
私
な
り
に
思
考
を
巡
ら
し
、他
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー

と
議
論
し
な
が
ら
、寮
生
活
を
快
適
に
す
べ
く
実
施
し
た

こ
と
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

●
洗
面
所
の
蛇
口
が
冷
た
い
水
し

か
出
な
か
っ
た
た
め
、
リ
フ
ォ

ー
ム
会
社
に
依
頼
し
、
温
か
い

水
が
出
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

●
風
呂
の
脱
衣
場
が
真
冬
の
風

呂
上
が
り
に
は
寒
い
た
め
、
脱

衣
場
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し

ま
し
た
。

●
寮
生
の
満
足
度
を
高
め
る
た

め
、
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
や
ニ
ュ
ー

ト
ン
、
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
な

ど
、
5
種
類
の
雑
誌
を
取
り
始

め
ま
し
た
。

岐
阜
県
学
寮
に
は
在
寮
生
の
寮
費
や
歴
代
の
寮
生
の

寮
費
の
余
り
が
積
み
重
な
り
、
相
当
の
貯
蓄
が
あ
り
ま

す
。
学
生
委
員
会
は
こ
れ
ら
を
使
え
る
と
は
い
え(

ほ
と

ん
ど
の
委
員
会
で
は
あ
ま
り
使
い
ま
せ
ん
が)

、
寮
監
や

寮
生
の
監
督
も
あ
り
、使
い
道
に
は
そ
れ
な
り
の
意
義
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
大
金
を
動
か
す
と
な
る
と
尚
更
で
す
。

上
記
の
3
つ
の
取
り
組
み
に
は
、大
金
を
扱
う
が
故
の

大
き
な
決
断
と
、業
者
探
し
や
度
重
な
る
交
渉
の
た
め
に

多
く
の
困
難
を
伴
い
ま
し
た
。
し
か
し
結
果
と
し
て
、多

く
の
寮
生
か
ら
感
謝
や
喜
び
の
言
葉
を
頂
く
こ
と
と
な

り
、他
人
の
た
め
に
寄
与
す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
改

め
て
実
感
し
て
い
る
次
第
で
す
。
雑
用
も
多
い
の
で
す

が
、
委
員
長
と
し
て
寮
生
の
生
活
に
思
い
を
は
せ
、
勇
気

あ
る
決
断
を
し
た
こ
と
は
、私
に
と
っ
て
大
き
な
学
び
に

な
り
ま
し
た
。社
会
に
出
て
か
ら
も
役
に
立
つ
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

食堂

避難訓練の風景

11 岐阜県学寮



2019.3石原進＿岐阜ネット ol.indd   1 2019/03/12   9:20

12画業ひとすじ60年 『美は心のサプリ』



2019.3石原進＿岐阜ネット ol.indd   1 2019/03/12   9:20

13 画業ひとすじ60年 『美は心のサプリ』



そ
の
他
著
名
人
と
の
交
流
、
岐
阜
物
産
コ
ー

ナ
ー
も
毎
年
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

東
京
岐
阜
県
人
会
を
通
じ
て
、
郷
土
の

歴
史
や
名
所
を
再
認
識
し
た
り
、
郷
土
の

物
産
を
再
発
見
し
た
り
、
同
郷
の
方
々
と
の

親
交
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
会
員
の
皆
様

の
生
活
に
彩
り
を
添
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

幸
い
で
す
。
ギ
フ
ネ
ッ
ト
の
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
は
東
京
岐
阜
県
人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ<
http://w

w
w

.apgifu.net/report.
htm

l>

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

東
京
岐
阜
県
人
会
の
入
会
資
格
は
、
岐
阜

県
出
身
者
の
み
な
ら
ず
岐
阜
県
と
何
ら
か

の
縁
（
例
え
ば
、
近
親
者
が
岐
阜
県
出
身
者

で
あ
る
、
岐
阜
県
内
で
の
就
学
又
は
勤
務
経

験
が
あ
る
等
）
が
あ
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の

で
す
の
で
、
縁
の
あ
る
方
に
気
軽
に
入
会

の
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
会
員
登
録
は
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
細
は
、
東
京
岐
阜
県
人
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ<

http://w
w

w
.apgifu.net/

inform
ation.htm

l>

を
ご
覧
下
さ
い
。

親
睦
委
員
会

ゴ
ル
フ
会

大
栄
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
て
平
成
30

年
10
月
13
日
（
土
）
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
秋
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
日

程
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
委
員
会

広
報
委
員
会 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
部

岐
阜
県
人
会
の
行
事
や
事
業
の
情
報
を

広
く
提
供
し
、
会
員
同
士
の
交
流
や
新
規
会

員
の
入
会
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
活
動
し
て

い
ま
す
。

岐
阜
県
人
会
会
報
誌
「
ギ
フ
ネ
ッ
ト
」
が

予
定
通
り
会
員
皆
様
の
お
手
元
に
届
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
1
月
24
日
（
木
）
に
広
報
委

員
会
を
開
催
し
、
31
年
春
号
の
掲
載
内
容
つ

い
て
審
議
し
ま
し
た
。

「
ギ
フ
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
会
員
の
皆
様
か

ら
の
近
況
報
告
な
ど
を
掲
載
す
る
「
会
員
投

稿
」、
岐
阜
県
内
高
校
の
同
窓
会
開
催
案
内

や
報
告
な
ど
の
投
稿
頁
も
あ
り
、
会
員
の
皆

様
か
ら
の
積
極
的
な
応
募
を
歓
迎
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
部
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
掲
載
内
容
を
更
新
し
、
東
京
岐
阜
県
人
会

行
事
の
ご
案
内
や
岐
阜
に
関
す
る
催
し
物

の
ご
案
内
を
い
ち
早
く
紹
介
で
き
る
よ
う

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

更
に
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
「
岐
阜

き
ず
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
欄
を
設
け
、
会
員

皆
様
の
自
己
紹
介
の
投
稿
を
待
っ
て
お
り

ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
：

http://w
w

w
.apgifu.net/index.htm

l

★
掲
載
に
関
す
る
ご
連
絡
先
★

東
京
岐
阜
県
人
会
事
務
局

T
EL

＆FA
X

　

03-5357-1243
E-m

ail

：gifukenjin-tky@
poppy.ocn.ne.jp

青 

年 

部

本
年
度
の
青
年
部
の
活
動
と
し
ま
し
て

は
、
不
定
期
に
実
施
し
て
き
た
親
睦
会
や

勉
強
会
を
定
例
化
し
、
一
層
の
会
員
獲
得

に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
青
年
部

を
サ
ポ
ー
ト
頂
け
る
方
に
つ
い
て
も
、
随

時
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
委
員
会
は
、
引
き
続
き

幅
広
い
入
会
者
の
募
集
に
努
め
て
い
ま
す
。

最
近
の
会
員
数
は
、
平
成
31
年
2
月
25
日
現

在
で
個
人
会
員
6
8
7
名
（
法
人
会
員
は

26
社
）
で
す
が
、
東
京
岐
阜
県
人
会
の
健
全

な
発
展
の
た
め
に
は
更
な
る
会
員
の
増
強

が
最
重
要
で
す
。

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
委
員
会
は
、
在
京
岐
阜

サ
ミ
ッ
ト
（
在
京
高
校
同
窓
会
そ
の
他
の
在

京
同
窓
団
体
が
出
席
）
を
通
じ
た
在
京
同
窓

諸
団
体
と
の
連
携
強
化
の
ほ
か
、
東
京
岐
阜

県
人
会
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
活

用
に
よ
り
、
入
会
勧
誘
活
動
を
更
に
機
動
的

に
行
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
青
年
部
と
共

同
し
て
、
砧
公
園
で
の
花
見
大
会
（
平
成
30

年
4
月
7
日
）、
焼
肉
大
会
（
平
成
30
年
6

月
15
日
、
8
月
23
日
、
10
月
11
日
）、
東
京

ド
ー
ム
で
の
都
市
対
抗
野
球
大
会
の
観
戦

（
平
成
30
年
7
月
15
日
）
等
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
東
京
岐
阜
県
人
会
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
い
、
会
員
増
強
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

会
員
は
、年
2
回
の
会
報
「
ギ
フ
ネ
ッ
ト
」

の
無
料
配
布
を
は
じ
め
、
協
賛
店
舗
で
の
優

待
割
引
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
（
年
次
総
会
後
の

懇
親
会
、
講
演
会
、
勉
強
会
、
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
、
囲
碁
大
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
等
）
へ
の

参
加
と
い
っ
た
特
典
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
交
流
関
係
を
拡
げ

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
魅
力
の
一

つ
で
す
し
、
懇
親
会
で
の
豪
華
な
シ
ョ
ー
、
岐

阜
県
関
連
の
国
会
議
員
・
知
事
・
市
町
村
長
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東
京
都
内
の
す
べ
て
の
岐
阜
県
人
ゆ
か

り
の
地
を
1
日
で
巡
る
の
は
到
底
無
理
で

あ
る
が
、
今
回
は
文
京
区
が
そ
の
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
選
定
さ
れ
た
。
そ
れ
は
参
加
者

の
中
に
現
役
の
文
京
区
議
会
議
員
の
方
な

ど
文
京
区
と
の
つ
な
が
り
が
強
い
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
を
あ

と
で
知
っ
た
。

当
日
は
、
文
京
区
公
認
の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド

付
き
で
も
あ
っ
た
。
通
常
、
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド

に
よ
る
文
京
区
内
の
決
ま
っ
た

コ
ー
ス
で
あ
れ
ば
無
料
と
の

こ
と
だ
が
、
今
回
は
「
岐
阜
県

人
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
」
と
い

う
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
で
あ
っ
た

た
め
、
有
料
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
費
用

さ
え
負
担
す
れ
ば
、
こ
ち
ら
が

リ
ク
エ
ス
ト
す
る
テ
ー
マ
で
ツ

ア
ー
を
仕
立
て
て
く
れ
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
た
。

雨
天
時
中
止
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
当
日
は
素
晴
ら
し

い
快
晴
で
か
つ
12
月
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
暖
か
い
日
で
ま
さ
に

遠
足
日
和
で
あ
っ
た
。

我
々
は
午
前
11
時
に
丸
の
内

線
本
郷
3
丁
目
駅
の
改
札
出
口

に
集
合
し
た
。
当
日
は
13
名
の

参
加
者
が
集
ま
っ
た
。「
本
郷

も
か
ね
や
す
ま
で
は
江
戸
の
う

ち
」
の
川
柳
で
有
名
な
か
ね
や

す
ビ
ル
を
過
ぎ
、
ま
ず
向
か
っ
た
の
は
、
春

日
局
の
墓
が
あ
る
麟
祥
院
だ
。
こ
こ
で
の
ガ

イ
ド
さ
ん
の
説
明
で
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者

が
「
春
日
」
と
い
う
地
名
が
春
日
局
由
来
で

あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
麟
祥
院
は
ま
た
東

洋
大
学
の
発
祥
の
地
で
も
あ
っ
た
。

昼
食
は
、
東
京
大
学
伊
藤
国
際
学
術
研
究

セ
ン
タ
ー
内
の
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
椿

山
荘 

カ
メ
リ
ア
」
に
て
大
変
優
雅
な
時
間

を
過
ご
し
た
。
椿
山
荘
会
員
の
大
石
ア
ケ
ミ

さ
ん
の
お
か
げ
で
参
加
者
全
員
に
ボ
リ
ュ
ー

ム
た
っ
ぷ
り
の
デ
ザ
ー
ト
の
お
ま
け
ま
で

つ
い
た
。

昼
食
後
は
、
東
大
赤
門
か
ら
道
路
を
渡
っ

た
と
こ
ろ
に
あ
る
方
真
寺
に
向
か
っ
た
。
こ

の
境
内
手
前
の
駐
車
場
に
な
っ
て
い
る
場

所
に
か
つ
て
樋
口
一
葉
が
5
歳
か
ら
9
歳

ま
で
過
ご
し
た
「
桜
木
の
宿
」
が
あ
っ
た
。

我
々
は
そ
の
後
、
本
郷
菊
富
士
ホ
テ
ル
跡

地
を
訪
ね
た
。
こ
こ
は
1
8
9
7
（
明
治

30
）
年
、
大
垣
出
身
の
羽
根
田
幸
之
助
、
菊

江
夫
妻
が
こ
の
地
に
下
宿
菊
富
士
楼
を
開

業
し
、
1
9
1
4
（
大
正
3
）
年
、
新
築
菊

富
士
ホ
テ
ル
と
改
名
し
て
営
業
を
開
始
し

た
。
昭
和
20
年
3
月
10
日
の
東
京
大
空
襲
に

よ
り
焼
失
し
、
50
年
の
歴
史
を
閉
じ
た
が
、

こ
の
間
、
石
川
淳
、
尾
崎
士
郎
、
谷
崎
潤
一

郎
な
ど
の
著
名
人
が
宿
泊
し
た
。

我
々
は
そ
の
後
、
菊
坂
を
下
っ
て
樋
口
一

葉
が
生
前
良
く
通
っ
た
と
い
う
旧
伊
勢
屋

質
店
へ
。
こ
こ
は
当
時
の
姿
が
そ
の
ま
ま
残

さ
れ
、
現
在
は
跡
見
学
園
女
子
大
学
が
取
得

し
て
土
日
に
限
り
一
般
公
開
し
て
い
る
。
こ

の
坂
の
途
中

に
は
美
濃
加

茂
市
出
身
の

坪
内
逍
遥
の

旧
居
跡
も
あ

る
。最
後
は
創

業
3
5
0
年

の
金
魚
問
屋

「
金
魚
坂
」
内

に
あ
る
喫
茶
店
で
こ
れ
ま
た
優
雅
な
お
茶

の
時
間
を
過
ご
し
た
。

今
回
は
約
4
時
間
（
昼
食
と
お
茶
の
時
間

を
除
く
と
約
2
時
間
）
の
小
遠
足
で
良
い
運

動
に
も
な
っ
た
し
、
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
ま
た
こ
れ
ま
で
知
る
こ
と
の
な
か
っ
た

岐
阜
県
人
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る
こ
と
が

で
き
非
常
に
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
是
非
ま

た
企
画
を
し
て
頂
き
た
い
。
次
は
家
族
を
連

れ
て
参
加
し
た
い
と
思
う
。

石
川
雅
啓

レ
デ
ィ
ー
ス
倶
楽
部
で
は
4
月
に
吉
村

会
長
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
会
合
を
開
き

ま
す
。

昼
食
を
い
た
だ
き
な
が
ら
親
睦
を
深
め

る
会
で
す
。
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
お
誘
い
あ
わ
せ

の
う
え
ご
出
席
下
さ
い
。

●
開
催 

4
月
6
日（
土
）11
時
半
〜

●
場
所 

東
京・日
比
谷
の
中
日
ビ
ル
内

 

シ
ー
ボ
ニ
ア
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

●
会
費 

二
千
円

●
申
込　

akem
i347623@

ezw
eb.ne.jp

レ
デ
ィ
ー
ス
倶
楽
部
主
催
「
岐
阜
県
人
ゆ
か
り
の
東
京
巡
り
」

こ
ん
な
面
白
い
企
画
が
ほ
か
に
あ
る
だ

ろ
う
か
、と
い
う
企
画
が
2
0
1
8
年
12
月

1
日
（
土
）、東
京
岐
阜
県
人
会
レ
デ
ィ
ー
ス

倶
楽
部
主
催
で
開
か
れ
た
。
そ
れ
は
、
都
内

の
岐
阜
県
人
に
ゆ
か
り
の
あ
る
地
を
歩
い

て
巡
ろ
う
と
い
う
企
画
で
あ
る
。
私
は
、
同

年
11
月
20
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
た
平
成
30

年
度
東
京
岐
阜
県
人
会
総
会
・
懇
親
会
に
参

加
し
て
、
同
倶
楽
部
委
員
長
の
大
石
ア
ケ
ミ

さ
ん
に
誘
わ
れ
て
参
加
す
る
こ
と
と
し
た
。
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岐阜新聞
２０１８年１２月２９日掲載

岐阜新聞
　２０１９年１月９日掲載

岐阜新聞 ２０１８年１２月２９日掲載

　第７１回全国高校バスケットボール選手権
（ウインターカップ）で、岐阜女子高校（岐南
町）が３年ぶり２度目の優勝を果たしました。
　岐阜女は２０１５年に男女通じて同大会県
勢初優勝。２０１７年は全国総体を初優勝
し、国体も制覇しています。今年の総体、国
体は敗退しましたが、最後のビッグタイトルで
女王の座に輝きました。また大会優秀選手に
主将のガード池田沙紀選手とハディ選手が
選ばれました。

16岐阜女バスケ部優勝報告



久々に母校の同窓会で恩師や友人たちと旧交を温めてみてはいかがでし
ょうか？　同窓会から発展した趣味の会や文化イベントへの参加、母校
を応援するスポーツ観戦などの機会もこれから増えていきそうです。これ

らをきっかけとして、長らくご無沙汰していた故郷へのきずなをぜひ再構築してみませんか。
次号は10月上旬発行となります。皆様の投稿をお待ちしております。（投稿先：gifukenjin-tky@poppy.ocn.ne.jp）

土岐商東京同窓会
◆イベント活動報告
　本同窓会は
今年設立20周
年を迎えます。
　毎年6月第1
土曜日に開催。
昨年は45名参
加し、本校から
の来賓を交え、
第1回生から第63回生でビンゴ大会など盛大に開催さ
れました。
　本年度総会を以下の要領で開催しますので、多数の
皆様のご参加をお待ちしております。

◆イベント日程
日程：2019年6月1日（土）11時30分〜を予定
場所：ホテルグランドパレス3F 「芙蓉の間」
　　　千代田区飯田橋1−1−1
20周年記念として第43回生元阪神タイガースの奥村
武博氏の講演会を計画中

◆連絡先
同窓会事務局　
フリーダイヤル　  0120-10-9899
　同窓会事務局に登録の方には、毎年4月早々に案内
状を発送しております。
　土岐商業高等学校のホームページ卒業生向け情報
にQRコードを掲載しています。

県立本巣松陽高等学校同窓会 関東支部
◆イベント日程
　来る4月14日（日）11時30分〜四谷の主婦会館プラザ
エフにて、県立本巣松陽高校同窓会関東支部の平成31
年度の総会・懇親会を開催致します。
　（本巣高校と、岐陽高校が平成16年に統合し、本巣
松陽高校が誕生しました）
　是非とも、本巣高校、本巣松陽高校の卒業生で関東
在住者の皆さん、お誘いの上、ご参加をお願いします。
　故郷の話や、学生時代の思い出、クラブ活動等　昔
にタイムスリップして、思い出話に花を咲かせていただけ
ればと思います。
　また、講演会、マジックショー、ビンゴゲームなど催し
物も予定しており、楽しい集いにしたいと思っております。
　昨年は、参加者は大学生含め60名と少なかったので
すが、岐阜から学校長、同窓会長も駆けつけて頂き、お
祝いの言葉や、高校の現状（進学強化高の指定や、部
活、特に女子バレー・ソフトボールの活躍等）をお話し
いただき、また講演会では卒業生で岐阜奥美濃で飲料
水の製造販売を行っている会社社長から「健康寿命と水
のかかわり」というお話も頂き、参加者からは「いい話
を聞かせていただいた」と喜んで頂きました。
　また、来年2020年は学校創立100周年を迎え、正門・
周辺の整備事業や10月には岐阜グランドホテルにて、祝
賀会も開催されます。
　是非、来る4月14日の総会・懇親会にお出かけ下さい。
お待ちしております。

◆連絡先
関東支部長　吉田 彰　

 090-5438-2172　  yakira@wine.ocn.ne.jp

岐阜新聞
　２０１９年１月９日掲載

支部長挨拶

懇親会懇親会

総会模様講演会
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の一部をお見せ頂き、江戸末期、遅くとも明治初年に
は飛騨会なる会が確たるかたちを成していたことが
知られました。

目次には会況、会計報告、雑報、文苑、豫録と並び、
戦死将校、会則、会員宿所（名簿）が読めます。

少し長い引用になりますが、その序文をご紹介致し
ます。

「第38回飛騨会会況時局の為に第37回は休会した
が、引き続きて休会するのは会の消長にも関するこ
とであり且つまた会員相互間の交情が疎遠に流る
るゝ

まま

の恐れがある故、一堂に会し笑って話すのも損
はあるまい、快談に胸襟を披いて日頃の溜飲を下す
茶話会晩餐会を催すのは決して時を徒に費やすの
ではなく否寧ろ有益なる時の消耗法であるという
理由の下に、第38回の飛騨会は11月6日の日曜日（明
治37年、筆者調べ）を以て上野廣小路なる櫻館にお
いて開かれたのである。

押上会長は繁劇なる軍務を執って居らるゝ
まま

ので臨
席なく、又会員にして満州の野に遠征中の者もあり
て会する者の比較的少なかったのは遺憾であったが、
当日出席さられし会員を列記すれば左の如くである。

大坪善右衛門君（中略）牧野英一君（以下略）」
と20名程の名前が続きます。

出席者名筆頭の大坪氏は、資料提供の大坪さんのご
先祖と思われますが、東京帝大法科の法学者にして貴
族院議員の牧野英一博士のお名前も読めます。

何よりも興味深いのは時局、つまり日露戦争直中の
時代の香りではないでしょうか。

押上会長とは押上森蔵中将で、日露戦争では陸軍兵
器本廠長として尽力し、退役後は火薬製造株式会社社
長を務め、飛騨史の研究書も著されています。

墓所は飛騨国分寺で、廃鋼弾を棹柱にしたご夫妻の
お墓があります。

そして、押上中将の旧邸宅は、現在、城山の高山
城址に移築された照連寺（旧大野郡荘川村、初期浄土
真宗寺院対面式平面形式の最古級の遺構）の庫裏とし
て、やはり移築されております。

また、押上中将の建てた迎賓用の洋館は、荒れるに
任せるままの建屋を、大河ドラマ『真田丸』の赤土の

題字で一躍
全国区に躍
り出た飛騨
の左官･挟土
秀平氏に修
復され丹生
川の森に擬
洋風の佇ま
いを取り戻

しています。
風 雨 に 朽 ち る

姿に思わず無断
でシート掛けに
及ぶと、家主に大
目玉を食うも解
体を条件に譲り
受けるという、挟
土氏らしい逸話
も興が湧きます。

庫裏となった邸宅も洋館も、棟札には明治･大正期
の飛騨の史跡に名を残す名工･八代坂下甚吉棟梁の名
が残ります。

序文には続けて、高山における廣瀬中佐の銅像建設
費のことや、会が廣瀬家から廣瀬中佐の絶筆の写真の
寄贈を受け、大坪氏に委託してあることも記されてい
ます。

廣瀬武夫中佐は、『荒城の月』の豊後竹田に生まれ、
少年期を高山に過ごし、ロシアで軍事知識を学び、そ
の露海軍の大佐のお嬢様アリアズナとのロマンス、そ
して、日露戦争では旅順港閉塞作戦で自沈作戦遂行に
於いて、戦艦に残る部下を探索中に戦死され、「軍神」
と奉られたことは『坂の上の雲』にも記され、神田川
沿いの廃線駅の国鉄中央本線万世橋駅前の広場にも
兵士の群像と共に銅像が建てられていました。

押上氏のご子孫も会員でしたが、3年近く前に他界
されました。

ご親族からの昔話に代えてではありませんが、こ
の会には映画関係の方々のお顔もあり、この日も映画

『万引き家族』で昨年のカンヌ ･パルムドール受賞の代
情明彦プロデューサー、やはり昨年来人気の続く、東
日本大震災の被災地に咲く桜のエンディングも印象
深い映画『一陽来復』の益田祐美子プロデューサーに
もご来場頂け、益田氏から新作映画『ソローキンの見
た桜』、伊予松山のロシア兵捕虜収容所が舞台の「日
露戦争時代のロミオとジュリエット」が、3月22日全
国封切とご案内も頂きました。

県人会会報に飛騨の話が長くなり恐縮ですが、在京
ふるさと会の存在理由は、詰まるところ飛騨会の明治
の序文にある通りです。

人と人が繋がり歴史を紡ぐ。
それがふるさとへの思いとともに語り継げるな

ら、正史にも勝る地縁の思い出となるだろう。これ
からも有益なる時の消耗法として東京飛騨会、東京
岐阜県人会が末永く続くことを願います。

参拝後の外拝殿前にて（撮影；明治神宮･門崎権禰宜）

新春互礼会 服部秀洋･下呂市長のご挨拶

参拝後の外拝殿前にて（撮影；明治神宮･門崎権禰宜）

参拝後の外拝殿前にて（撮影；明治神宮･門崎権禰宜）

新春互礼会 服部秀洋･下呂市長のご挨拶新春互礼会服部秀洋･下呂市長のご挨拶
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明治神宮初詣で―歴史の節目と東京飛騨会
◆イベント活動報告

緑に囲まれ清々しい日射しに恵まれた明治神宮、平
成31年1月19日の土曜、今年も恒例の東京飛騨会（細
江孝雄･会長）新春互礼会・初詣でが開催されました。

昨年に続いて東京岐阜県人会からは吉村泰典･会長、
大石アケミ ･副会長、理事の方など6名をはじめ、同
郷によしみの総勢81名の皆様にお集まり頂き、ご来賓
は飛騨3市1村から服部秀洋･下呂市長のご臨席を賜り、
昨年は着任直後にご出席頂いた岐阜県東京事務所の
野原茂基･所長にも再びお運び頂きました。

平成最後の新春、そして5月には新たな元号の歩み
がはじまります。

振り返れば昨年は明治150年、大正9（1920）年11月1
日に明治天皇･昭憲皇太后の二祭神をお祀り創建され
た明治神宮は、昭和20年の2度に亘る大空襲でほとん
どの御社殿を焼失し、昭和33年の御本殿の復興と御遷
座を経て、来年には鎮座100年を迎えます。

歴史の節目に向け、現在、記念の大祭へと着々と整
備と準備が進められていますが、今回の昇殿参拝は内
拝殿と御本殿の整備のため、内拝殿と外拝殿の間の中
庭に置かれた白木も目映い御仮殿に参拝という歴史
的にも珍しく、大変貴重な機会を皆さんと迎えること
ができました。

昨年5月から本年8月までの間、御祭神にお遷り頂
くこの御仮殿は、内部は奉祝の御物を奉納するため
の必要最小限の動線を確保した空間になっていると
いうことですが、和歌山県那智の明治神宮備林の吉
野檜を用材とした総檜造で、建築様式は本殿と同じ
三
さんげんしゃながれづくり

間社流造です。
参拝後の束の間、明治神宮独特の千

ち ぎ

木と堅
かつおぎ

魚木をゆっ
くりご覧頂ければ幸いでしたが、お側過ぎたかも知れ
ません。

余談ながら、この御仮殿も行政上建築物として東京
都の確認申請の届出が必要で、金物を使わない木組の
みの構造のため、最新の構造計算による検証も提出し
て認められております。

中庭には傷を残さぬよう置くだけの設えが望まれ、
地震や風で動いたり浮き上がらぬよう錘が仕込まれ、
木造にしては相当な重量がありますが、中庭の下部に
は創建時の頑強なレンガ基礎が残されていたため、大
変助かったと伺いました。

図らずも歴史的遺産に救われた逸話に、壊しては建
て直すのが当たり前の風潮に考えさせられます。

さて、歴史の節目に臨み、ここで東京飛騨会の歴史
の一端をご紹介致します。

本会の発足は江戸時代に遡ると聴かされておりま
したが、昨年、飛騨市神岡町の大坪洋子さんより明治
38年7月1日発行の飛騨会会報（第10、第11回合併号）

岐阜県立関高等学校同窓会 東京支部
◆イベント活動報告
　昨年度の東京支部
同窓会は平成30年6月
24日（日）に主婦会館
プラザエフ（四ツ谷）
にて開催しました。出
席者約100名で、母校
関高から平井校長、丹羽本部同窓会長他役員、及び恩
師の先生方をお招きして、11時半から総会に引き続き
3時まで懇親会を行いました。
今年度も同様な楽しい同窓会を開催すべく役員・幹事
で準備を進めております。
　当東京支部同窓会は、幅広い年代（上は80歳台〜下
は大学生まで）の同窓生に参加頂き、若手・年輩双方
から大変有意義な同窓会だったと毎回好評です。同級
生との出会い、恩師との出会い、当時の思い出に触れ
る等、各人の意義は違い、年代は違いますが、同じ母
校であったということですぐ打ち解け、価値観を共有
できる、何かを発見できる、同窓会っていいものです。
ここ2〜3年若手の参加に力を入れており、青年部を発
足させ、若手の活動を通じて同窓会をより有意義なも
のにしていこうとしています。掲載の写真は昨年6月
の同窓会での若手の自己紹介の模様と、90歳になられ
た恩師先生の講演の模様です。先生は今でも海外へ動
物の研究に行かれており、当日のお話しも若々しく、
面白いお話で、皆感動しました。
　なお、東京支部同窓会では独自のホームページを開
設しており、同窓会の様子や、同窓生自慢として、各
方面で活躍している同窓生の情報も掲載してありま
すので是非ご覧下さい。関東地区に在住で同窓生名簿
に登録されていない、あるいは関東地区に住所変更さ
れた関高卒業の方がおられましたら、同窓会の案内を
郵送しますので、当ホームページから事務局にご連絡
下さい。
　ホームページはhttp://sekikou-tokyo.com です。

（関高同窓会東京支部で検索下さい）
　また、青年部の活動に興味のある方は青年部長 古田
圭佑君（高53回生（平13年卒））にご照会下さい。

（  furuta.keisuke1@gmail.com）

◆イベント日程
　毎年6月頃東京支部同窓会を開催。今年は平成31年
6月23日（日）を予定。

◆連絡先
東京支部会長　垣下 智洋
　　  049-252-1522　  kaki3138@lagoon.ocn.ne.jp
広報担当副会長　今井 忠明
　　  045-813-3225　  tada-imai@nifty.com

※順不同

19 同窓会に行こう！！



〈順不同〉

松

田

隆

利

〒
一
六
六
│
〇
〇
一
三  

杉
並
区
堀
ノ
内
二
│
四
│
一
一
│
一
〇
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
三
一
五
）
七
八
三
一

東
京
岐
阜
県
人
会 

名
誉
会
長

公
害
等
調
整
委
員
会 

委
員

〒
一
〇
二
│
〇
〇
九
三  

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
一│
五
│
一
五

V
O
R
T
平
河
町
九
〇
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
五
一
二
）
五
六
七
八

東
京
岐
阜
県
人
会 

会
長

一般
社
団
法
人
吉
村
や
す
の
り
生
命
の
環
境
研
究
所 

代
表
理
事

吉

村

泰

典

内
閣
官
房
参
与・

慶
應
義
塾
大
学

名 

誉 

教 

授水

町

重

範

〒
一
六
〇
│
〇
〇
〇
四

東
京
都
新
宿
区
四
谷
一
│
二
三
│
四
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三（
六
二
七
四
）八
五
五
五

東
京
岐
阜
県
人
会 

副
会
長

一般
社
団
法
人
運
転
従
事
者
脳
M
R
I
健
診
支
援
機
構 

代
表
理
事

水

町

重

範

水
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

水
町
保
険
診
療
所

水
町
エ
ム
・
ア
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
千
駄
ヶ
谷

〒
一
六
三
│
〇
七
〇
三

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
│
七
│
一 

小
田
急
第
一生
命
ビ
ル
三
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三（
三
三
四
八
）二
一
八
一（
代
）

東
京
岐
阜
県
人
会 

副
会
長

水
町
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー
プ
代
表・総
院
長

内
科
認
定
医

熊

﨑

勝

彦

熊
﨑
勝
彦
綜
合
法
律
事
務
所

所
長
弁
護
士

東
京
都
千
代
田
区
一
番
町
六
番
地

一
番
町
ス
ク
エ
ア
六
階
B
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

〇
三 

（
三
二
三
四
） 

八
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ   

〇
三 

（
三
二
三
四
） 

八
七
七
九

〒
102-

0082

〒
一
一
二
│
〇
〇
一
四

東
京
都
文
京
区
関
口
三
│
四
│
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
九
四
一
）一
六
一
二

東
京
岐
阜
県
人
会 

副
会
長

大
垣
北
高
関
東
同
窓
会 

会
長

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
東
京̶

日
比
谷 

会
長

（
有
） 

三
ツ
美 

社
長

林

　
義

郎

理  

　
事
・

副 

会 

長

公
益
社
団
法
人 

日・豪・ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
協
会

〒
一
〇
五
│
〇
〇
〇
一

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
│
七
│
五

虎
ノ
門
R
o
o
t
s
21
ビ
ル 

7
F

神

谷

一

雄

〒
一
〇
五
│
〇
〇
一
二

東
京
都
港
区
芝
大
門
一
│
二
│
十
三

M
S
C
芝
大
門
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
四
三
二
）
四
七
九
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
四
三
三
）
〇
一
三
五

東
京
岐
阜
県
人
会 

名
誉
顧
問

松
久
グ
ル
ー
プ

代
　
　
表立

川

敬

二

東
京
岐
阜
県
人
会 
名
誉
顧
問

遠

藤

宏

治

〒
一
〇
一
│
八
五
八
六

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
三
│
九
│
五

K.
A.
I
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
三
八
六
二
）六
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
八
六
六
）〇
二
〇
五

貝
印
グ
ル
ー
プ

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

〒
一
二
〇
│
〇
〇
二
五

東
京
都
足
立
区
千
住
東
二
│
二
三
│
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
八
八
二
）
四
九
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
八
八
八
）
六
四
三
九

美
濃
紙
業
株
式
会
社

近

藤

　
勝

社
　
　
長

近

藤

征

雄

会
　
　
長

〒
一
三
五
│
〇
〇
三
二

東
京
都
江
東
区
福
住
二
│
二
│
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
三
六
四
三
）一
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
四
三
）一
一
三
八

株
式
会
社 

桜
井
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
ズ

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

桜

井

美

国

〒
一
〇
〇
│
〇
〇
〇
四

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
│
七
│
二

東
京
サ
ン
ケ
イ
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
六
二
〇
二
）二
六
〇
〇

株
式
会
社
U
A
C
J

代
表
取
締
役
社
長

兼
社
長
執
行
役
員

石

原

美

幸

〒
一
〇
七
│
八
五
〇
七

東
京
都
港
区
元
赤
坂
二
│
二
│
二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
三
七
四
六
）七
七
九
〇

明
治
神
宮 

権
宮
司

明
治
記
念
館 

館
長

江

馬
　

潤
一
郎

〒
一
六
三
│
〇
六
〇
六

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
一
│
二
五
│
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
三
三
四
八
）一
一
一
一

大
成
建
設
株
式
会
社

専
務
執
行
役
員

建
築
営
業
本
部
長

白

川

　
浩

〒
一
六
九
│
〇
〇
七
五

東
京
都
新
宿
区
高
田
馬
場
一
│
三
一
│
八

高
田
馬
場
ダ
イ
カ
ン
プ
ラ
ザ
2
F

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
三
二
〇
〇
）二
三
一
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
二
〇
〇
）二
五
二
七

朝
日
管
財
株
式
会
社

取
締
役
会
長

田

中

範

弥

棚

橋

祐

治

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内一│
七
│一二 

サ
ピ
ア
タ
ワ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
六
二
六
八
）
七
〇
一
〇

〒一〇
〇
│
〇
〇
〇
五 

石
油
資
源
開
発 

株
式
会
社 

相
談
役

弁
護
士・弁
理
士（
シ
テ
ィ
ユ
ー
ワ
法
律
事
務
所
）

金
沢
工
業
大
学
大
学
院
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョンマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

研
究
科
長・教
授

谷

口

智

治

一
般
社
団
法
人

全
国
経
営
者
団
体
連
合
会

理
事
長

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
一
丁
目
一
番
一
号

帝
国
ホ
テ
ル
タ
ワ
ー
十
五
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
五
〇
七
）
五
七
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
五
〇
七
）
五
九
一
一

U
R
L http://w

w
w
.zenkeiren.jp

〒
一
〇
〇
│
〇
〇
一一

林

　
信

秀

株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行

取
締
役
会
長

取
締
役
会
長

〒
一
〇
〇
│
六
七
五
一

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
九
番
一
号

グ
ラ
ン
ト
ウ
キ
ョ
ウ 

ノ
ー
ス
タ
ワ
ー

T
E
L 

〇
三（
五
五
五
五
）一
一
一
一

古

田

啓

昌

東
京
岐
阜
県
人
会 

理
事

大
垣
北
高
等
学
校
関
東
同
窓
会 

副
会
長

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン・毛
利・友
常
法
律
事
務
所 

パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士

〒
一
〇
〇
│
八
一
三
六

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
一
番
一
号

大
手
町
パ
ー
ク
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

T
E
L 

〇
三（
六
七
七
五
）一
〇
〇
〇

F
A
X 

〇
三（
六
七
七
五
）二
〇
三
一

丸

山

由

喜

丸
山
由
喜
税
理
士
事
務
所・拓
殖
大
学
大
学
院
講
師

（
株
）エム
経
営
戦
略
研
究
所・（
株
）S
I
T
E
総
合
研
究
所

（
株
）農
業
情
報
科
学
研
究
所・（
有
）C
u
l
t
e
c
h

（一社
）気
づ
き
デ
ー
タ
ー
解
析
研
究
所

〒
一
一
五
│
〇
〇
四
二

東
京
都
北
区
志
茂
二
│
一
五
│
六

T
E
L 

〇
三（
三
九
〇
三
）五
六
六
〇

F
A
X 

〇
三（
三
九
〇
三
）五
七
四
五

宮

田

博

之

〒
五
〇
二
│
〇
八
一
七

岐
阜
市
長
良
福
光
二
〇
七
〇
番
地
七

長
良
川
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ一階

T
E
L 

〇
五
八
（
二
三
一
）
六
八
一
一

F
A
X 

〇
五
八
（
二
九
五
）
七
六
一
八

株
式
会
社
　
岐
阜
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

代
表
取
締
役
社
長

宮

南

諄

子

〒
一
〇
七
│
〇
〇
五
二

東
京
都
港
区
赤
坂
三
│
一
四
│
八

赤
坂
相
模
ビ
ル
三
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 
〇
三
（
三
五
八
三
）
九
二
九
二

F
A
X 
〇
三
（
三
五
八
三
）
〇
〇
一
七

松
葉
屋
株
式
会
社

会
　
長羅

本

礼

二

〒
一
五
〇
│
〇
〇
四
七

東
京
都
渋
谷
区
神
山
町
二
八
│
九

松
涛
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
ト
一
〇
二

T
E
L 

〇
九
〇
（
一
五
五
四
）
三
〇
〇
九

多
治
見
北
高
同
窓
会 

東
京
支
部 

会
長

ミ
ツ
イ
ワ
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長

宮

田

栄

子

東
京
岐
阜
県
人
会 

監
事

瑞
浪
高
校
首
都
圏
同
窓
会 

幹
事
長

羽

賀

正

行

日
本
設
備
工
業
株
式
会
社

名 

誉 

顧 

問

〒一〇
〇
│
〇
〇
〇
四

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一│
七
│
二

T
E
L 

〇
三
（
三
二
七
九
）一七
三
一

F
A
X 

〇
三
（
三
二
四
五
）一六
六
三

岸

田

哲

哉

〒
五
〇
二
│
〇
〇
〇
三

岐
阜
市
三
田
洞
東
一
丁
目
二
十
番
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
五
八
（
二
三
七
）
六
二
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
八
（
二
三
七
）
七
五
〇
九

http://w
w
w
.gifu42.net

特
定
非
営
利
活
動
法
人

ぎ
ふ・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

理
事
長

〒
一
三
五
│
〇
〇
一
六

東
京
都
江
東
区
東
陽
二
丁
目
二
番
四
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
三
）
三
六
一
五
│
〇
五
〇
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
）
三
六
四
五
│
二
〇
二
八

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ａ
株
式
会
社

土

屋

智

義

代
表
取
締
役

会
長
兼
社
長

大

西

孝

夫

〒
一
一
二
│
〇
〇
〇
六

東
京
都
文
京
区
小
日
向
一
│
一
八
│
一
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ 
〇
三（
三
九
四
七
）一
九
五
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
九
四
七
）四
四
三
六

公
益
財
団
法
人
岐
阜
県
学
寮

代
表
理
事

髙

井

和

伸

東
京
都
新
宿
区
新
宿
七
丁
目
二
六
番
三
七
号

グ
ラ
ン
ド
メ
ゾ
ン
戸
山
四
〇
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
二
〇
二
）
〇
〇
一
七 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
二
〇
二
）
〇
一
七
〇

E
-m
ail:takai@

jupiter-law
.jp

ジ
ュ
ピ
タ
ー
法
律
事
務
所

弁
護
士（

高
山
市
久
々
野
町
出
身
、斐
太
高
校
昭
和
34
年
卒
）

〒一六
〇
│
〇
〇
二
二

安

藤

重

寿

〒
一
四
〇
│
〇
〇
一
三 

東
京
都
品
川
区
南
大
井
六
丁
目
二
六
番
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
六
四
〇
四
）〇
八
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
六
四
〇
四
）〇
八
〇
九

日
立
造
船
株
式
会
社 

名
誉
顧
問

日
産
自
動
車
株
式
会
社 

監
査
役

八

　木

　茂

　樹

東
京
岐
阜
県
人
会 

理
事

副
幹
事
長（
総
務
企
画
委
員
長
）

（
下
呂
市
ふ
る
さ
と
観
光
大
使
・
公
認
会
計
士
）

〒
一
〇
一
│
〇
〇
四
七

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
一
│
九
│
一
二

Ｎ
Ｔ
ビ
ル
六
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
五
二
五
九
）
五
三
三
五（
代
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
五
二
五
九
）
五
三
三
六

株
式
会
社
チ
ュ
ー
キ
ョ
ー

中

川

達

生

常
務
執
行
役
員

統
括
本
部
長

中

村

隆

春

〒
五
〇
一
│
二
八
〇
一

岐
阜
県
関
市
洞
戸
栗
原
二
九
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
五
八
一（
五
八
）九
〇
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
八
一（
五
八
）九
〇
一
〇

奥
長
良
川
名
水
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

東京岐阜県人会の発展をお祈りいたします。東京岐阜県人会の発展をお祈りいたします。

編 

集 

後 

記

岐
阜
を
離
れ
て
か
ら
既
に
50
年
を
超

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

岐
阜
県
人
会
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、あ
ら
た
め
て
岐
阜
県
に
つ

い
て
再
認
識
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
に

感
心
し
て
い
ま
す
。

岐
阜
県
出
身
の
人
物
で
あ
っ
た
り
、

場
所
で
あ
っ
た
り
、産
品
で
あ
っ
た
り
、

出
来
事
で
あ
っ
た
り
、地
元
に
い
る
と
普

通
に
感
じ
ら
れ
た
も
の
が
、遠
く
に
住

ん
で
い
る
と
す
ご
く
新
鮮
に
思
わ
れ
る
。

今
回
の
掲
載
企
画
が
多
少
な
り
と
も

故
郷
へ
の
思
い
出
に
つ
な
が
れ
ば
幸
い

で
す
。

広
報
委
員
長

　小
原 

久

20名刺広告



〈順不同〉

松

田

隆

利

〒
一
六
六
│
〇
〇
一
三  

杉
並
区
堀
ノ
内
二
│
四
│
一
一
│
一
〇
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
三
一
五
）
七
八
三
一

東
京
岐
阜
県
人
会 

名
誉
会
長

公
害
等
調
整
委
員
会 

委
員

〒
一
〇
二
│
〇
〇
九
三  

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
一│
五
│
一
五

V
O
R
T
平
河
町
九
〇
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
五
一
二
）
五
六
七
八

東
京
岐
阜
県
人
会 

会
長

一般
社
団
法
人
吉
村
や
す
の
り
生
命
の
環
境
研
究
所 

代
表
理
事

吉

村

泰

典

内
閣
官
房
参
与・

慶
應
義
塾
大
学

名 

誉 

教 

授水

町

重

範

〒
一
六
〇
│
〇
〇
〇
四

東
京
都
新
宿
区
四
谷
一
│
二
三
│
四
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三（
六
二
七
四
）八
五
五
五

東
京
岐
阜
県
人
会 

副
会
長

一般
社
団
法
人
運
転
従
事
者
脳
M
R
I
健
診
支
援
機
構 

代
表
理
事

水

町

重

範

水
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

水
町
保
険
診
療
所

水
町
エ
ム
・
ア
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
千
駄
ヶ
谷

〒
一
六
三
│
〇
七
〇
三

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
│
七
│
一 

小
田
急
第
一生
命
ビ
ル
三
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三（
三
三
四
八
）二
一
八
一（
代
）

東
京
岐
阜
県
人
会 

副
会
長

水
町
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー
プ
代
表・総
院
長

内
科
認
定
医

熊

﨑

勝

彦

熊
﨑
勝
彦
綜
合
法
律
事
務
所

所
長
弁
護
士

東
京
都
千
代
田
区
一
番
町
六
番
地

一
番
町
ス
ク
エ
ア
六
階
B
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

〇
三 

（
三
二
三
四
） 

八
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ   

〇
三 

（
三
二
三
四
） 

八
七
七
九

〒
102-

0082

〒
一
一
二
│
〇
〇
一
四

東
京
都
文
京
区
関
口
三
│
四
│
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
九
四
一
）一
六
一
二

東
京
岐
阜
県
人
会 

副
会
長

大
垣
北
高
関
東
同
窓
会 

会
長

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
東
京̶

日
比
谷 

会
長

（
有
） 

三
ツ
美 

社
長

林

　
義

郎

理  

　
事
・

副 

会 

長

公
益
社
団
法
人 

日・豪・ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
協
会

〒
一
〇
五
│
〇
〇
〇
一

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
│
七
│
五

虎
ノ
門
R
o
o
t
s
21
ビ
ル 

7
F

神

谷

一

雄

〒
一
〇
五
│
〇
〇
一
二

東
京
都
港
区
芝
大
門
一
│
二
│
十
三

M
S
C
芝
大
門
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
四
三
二
）
四
七
九
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
四
三
三
）
〇
一
三
五

東
京
岐
阜
県
人
会 

名
誉
顧
問

松
久
グ
ル
ー
プ

代
　
　
表立

川

敬

二

東
京
岐
阜
県
人
会 

名
誉
顧
問

遠

藤

宏

治

〒
一
〇
一
│
八
五
八
六

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
三
│
九
│
五

K.
A.
I
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
三
八
六
二
）六
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
八
六
六
）〇
二
〇
五

貝
印
グ
ル
ー
プ

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

〒
一
二
〇
│
〇
〇
二
五

東
京
都
足
立
区
千
住
東
二
│
二
三
│
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
八
八
二
）
四
九
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
八
八
八
）
六
四
三
九

美
濃
紙
業
株
式
会
社

近

藤

　
勝

社
　
　
長

近

藤

征

雄

会
　
　
長

〒
一
三
五
│
〇
〇
三
二

東
京
都
江
東
区
福
住
二
│
二
│
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
三
六
四
三
）一
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
四
三
）一
一
三
八

株
式
会
社 

桜
井
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
ズ

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

桜

井

美

国

〒
一
〇
〇
│
〇
〇
〇
四

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
│
七
│
二

東
京
サ
ン
ケ
イ
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
六
二
〇
二
）二
六
〇
〇

株
式
会
社
U
A
C
J

代
表
取
締
役
社
長

兼
社
長
執
行
役
員

石

原

美

幸

〒
一
〇
七
│
八
五
〇
七

東
京
都
港
区
元
赤
坂
二
│
二
│
二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
三
七
四
六
）七
七
九
〇

明
治
神
宮 

権
宮
司

明
治
記
念
館 

館
長

江

馬
　

潤
一
郎

〒
一
六
三
│
〇
六
〇
六

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
一
│
二
五
│
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
三
三
四
八
）一
一
一
一

大
成
建
設
株
式
会
社

専
務
執
行
役
員

建
築
営
業
本
部
長

白

川

　
浩

〒
一
六
九
│
〇
〇
七
五

東
京
都
新
宿
区
高
田
馬
場
一
│
三
一
│
八

高
田
馬
場
ダ
イ
カ
ン
プ
ラ
ザ
2
F

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
三
二
〇
〇
）二
三
一
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
二
〇
〇
）二
五
二
七

朝
日
管
財
株
式
会
社

取
締
役
会
長

田

中

範

弥

棚

橋

祐

治

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内一│
七
│一二 

サ
ピ
ア
タ
ワ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
六
二
六
八
）
七
〇
一
〇

〒一〇
〇
│
〇
〇
〇
五 

石
油
資
源
開
発 

株
式
会
社 

相
談
役

弁
護
士・弁
理
士（
シ
テ
ィ
ユ
ー
ワ
法
律
事
務
所
）

金
沢
工
業
大
学
大
学
院
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョンマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

研
究
科
長・教
授

谷

口

智

治

一
般
社
団
法
人

全
国
経
営
者
団
体
連
合
会

理
事
長

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
一
丁
目
一
番
一
号

帝
国
ホ
テ
ル
タ
ワ
ー
十
五
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
五
〇
七
）
五
七
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
五
〇
七
）
五
九
一
一

U
R
L http://w

w
w
.zenkeiren.jp

〒
一
〇
〇
│
〇
〇
一一

林

　
信

秀

株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行

取
締
役
会
長

取
締
役
会
長

〒
一
〇
〇
│
六
七
五
一

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
九
番
一
号

グ
ラ
ン
ト
ウ
キ
ョ
ウ 

ノ
ー
ス
タ
ワ
ー

T
E
L 

〇
三（
五
五
五
五
）一
一
一
一

古

田

啓

昌

東
京
岐
阜
県
人
会 

理
事

大
垣
北
高
等
学
校
関
東
同
窓
会 

副
会
長

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン・毛
利・友
常
法
律
事
務
所 

パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士

〒
一
〇
〇
│
八
一
三
六

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
一
番
一
号

大
手
町
パ
ー
ク
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

T
E
L 

〇
三（
六
七
七
五
）一
〇
〇
〇

F
A
X 

〇
三（
六
七
七
五
）二
〇
三
一

丸

山

由

喜

丸
山
由
喜
税
理
士
事
務
所・拓
殖
大
学
大
学
院
講
師

（
株
）エム
経
営
戦
略
研
究
所・（
株
）S
I
T
E
総
合
研
究
所

（
株
）農
業
情
報
科
学
研
究
所・（
有
）C
u
l
t
e
c
h

（一社
）気
づ
き
デ
ー
タ
ー
解
析
研
究
所

〒
一
一
五
│
〇
〇
四
二

東
京
都
北
区
志
茂
二
│
一
五
│
六

T
E
L 

〇
三（
三
九
〇
三
）五
六
六
〇

F
A
X 

〇
三（
三
九
〇
三
）五
七
四
五

宮

田

博

之

〒
五
〇
二
│
〇
八
一
七

岐
阜
市
長
良
福
光
二
〇
七
〇
番
地
七

長
良
川
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ一階

T
E
L 
〇
五
八
（
二
三
一
）
六
八
一
一

F
A
X 
〇
五
八
（
二
九
五
）
七
六
一
八

株
式
会
社
　
岐
阜
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

代
表
取
締
役
社
長

宮

南

諄

子

〒
一
〇
七
│
〇
〇
五
二

東
京
都
港
区
赤
坂
三
│
一
四
│
八

赤
坂
相
模
ビ
ル
三
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
五
八
三
）
九
二
九
二

F
A
X 

〇
三
（
三
五
八
三
）
〇
〇
一
七

松
葉
屋
株
式
会
社

会
　
長羅

本

礼

二

〒
一
五
〇
│
〇
〇
四
七

東
京
都
渋
谷
区
神
山
町
二
八
│
九

松
涛
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
ト
一
〇
二

T
E
L 

〇
九
〇
（
一
五
五
四
）
三
〇
〇
九

多
治
見
北
高
同
窓
会 

東
京
支
部 

会
長

ミ
ツ
イ
ワ
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長

宮

田

栄

子

東
京
岐
阜
県
人
会 

監
事

瑞
浪
高
校
首
都
圏
同
窓
会 

幹
事
長

羽

賀

正

行

日
本
設
備
工
業
株
式
会
社

名 

誉 

顧 

問

〒一〇
〇
│
〇
〇
〇
四

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一│
七
│
二

T
E
L 

〇
三
（
三
二
七
九
）一七
三
一

F
A
X 

〇
三
（
三
二
四
五
）一六
六
三

岸

田

哲

哉

〒
五
〇
二
│
〇
〇
〇
三

岐
阜
市
三
田
洞
東
一
丁
目
二
十
番
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
五
八
（
二
三
七
）
六
二
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
八
（
二
三
七
）
七
五
〇
九

http://w
w
w
.gifu42.net

特
定
非
営
利
活
動
法
人

ぎ
ふ・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

理
事
長

〒
一
三
五
│
〇
〇
一
六

東
京
都
江
東
区
東
陽
二
丁
目
二
番
四
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
三
）
三
六
一
五
│
〇
五
〇
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
）
三
六
四
五
│
二
〇
二
八

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ａ
株
式
会
社

土

屋

智

義

代
表
取
締
役

会
長
兼
社
長

大

西

孝

夫

〒
一
一
二
│
〇
〇
〇
六

東
京
都
文
京
区
小
日
向
一
│
一
八
│
一
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
三
九
四
七
）一
九
五
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
九
四
七
）四
四
三
六

公
益
財
団
法
人
岐
阜
県
学
寮

代
表
理
事

髙

井

和

伸

東
京
都
新
宿
区
新
宿
七
丁
目
二
六
番
三
七
号

グ
ラ
ン
ド
メ
ゾ
ン
戸
山
四
〇
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
二
〇
二
）
〇
〇
一
七 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
二
〇
二
）
〇
一
七
〇

E
-m
ail:takai@

jupiter-law
.jp

ジ
ュ
ピ
タ
ー
法
律
事
務
所

弁
護
士（

高
山
市
久
々
野
町
出
身
、斐
太
高
校
昭
和
34
年
卒
）

〒一六
〇
│
〇
〇
二
二

安

藤

重

寿

〒
一
四
〇
│
〇
〇
一
三 

東
京
都
品
川
区
南
大
井
六
丁
目
二
六
番
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
六
四
〇
四
）〇
八
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
六
四
〇
四
）〇
八
〇
九

日
立
造
船
株
式
会
社 

名
誉
顧
問

日
産
自
動
車
株
式
会
社 

監
査
役

八

　木

　茂

　樹

東
京
岐
阜
県
人
会 

理
事

副
幹
事
長（
総
務
企
画
委
員
長
）

（
下
呂
市
ふ
る
さ
と
観
光
大
使
・
公
認
会
計
士
）

〒
一
〇
一
│
〇
〇
四
七

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
一
│
九
│
一
二

Ｎ
Ｔ
ビ
ル
六
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
五
二
五
九
）
五
三
三
五（
代
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
五
二
五
九
）
五
三
三
六

株
式
会
社
チ
ュ
ー
キ
ョ
ー

中

川

達

生

常
務
執
行
役
員

統
括
本
部
長

中

村

隆

春

〒
五
〇
一
│
二
八
〇
一

岐
阜
県
関
市
洞
戸
栗
原
二
九
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
五
八
一（
五
八
）九
〇
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
八
一（
五
八
）九
〇
一
〇

奥
長
良
川
名
水
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

東京岐阜県人会の発展をお祈りいたします。東京岐阜県人会の発展をお祈りいたします。

編 

集 

後 

記

岐
阜
を
離
れ
て
か
ら
既
に
50
年
を
超

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

岐
阜
県
人
会
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、あ
ら
た
め
て
岐
阜
県
に
つ

い
て
再
認
識
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
に

感
心
し
て
い
ま
す
。

岐
阜
県
出
身
の
人
物
で
あ
っ
た
り
、

場
所
で
あ
っ
た
り
、産
品
で
あ
っ
た
り
、

出
来
事
で
あ
っ
た
り
、地
元
に
い
る
と
普

通
に
感
じ
ら
れ
た
も
の
が
、遠
く
に
住

ん
で
い
る
と
す
ご
く
新
鮮
に
思
わ
れ
る
。

今
回
の
掲
載
企
画
が
多
少
な
り
と
も

故
郷
へ
の
思
い
出
に
つ
な
が
れ
ば
幸
い

で
す
。

広
報
委
員
長

　小
原 

久

21 名刺広告



岐阜県では 最近の岐阜県のトピックスについてピックアップしました。
（平成31年1月）今

国際見本市「メゾン・エ・オブジェ」に岐阜県ブースを出展！

岐阜県は、1月18日から22日にパリで開催された世
界最大規 模の国際見本市「メゾン・エ・オブジェ」に
「SEBASTIAN CONRAN GIFU COLLECTION（セバ
スチャン・コンラン・ギフ・コレクション）」と題して3年連続
3回目の出展を果たしました。この見本市では英国の著名デ
ザイナー、セバスチャン・コンラン氏と県内の16社が共同開
発した木工や関の刃物、陶磁器、美濃和紙など102点の県
産品が世界のバイヤーやメディアに紹介されました。

オープニングセレモニーで神門副知事は「岐阜の県産品
が広く世界に発信され、さらなる岐阜のモノづくりの発展に
つながれば」と期待を寄せ、鏡開きで開幕を祝いました。

4月のイベント APRIL

5月のイベント MAY

6月のイベント JUNE

7月のイベント JULY

8月のイベント AUGUST

9月のイベント SEPTEMBER

春●SPRING

夏●SUMMER

秋●AUTUMN

岐阜県観光イベントカレンダー

５月1日

５月２日・３日
５月２日～４日
５月３日
５月３日・４日
５月３日・４日
５月３日～5日
５月４日・５日
５月５日
５月上旬

４月13日・14日
４月13日・14日
４月13日・14日
４月中旬の日曜
４月14日
４月14日・15日
４月19日・20日
４月19日～22日
４月20日・21日
４月20日・21日
４月20日～５月５日
４月中旬
４月中旬～下旬
４月21日
４月23日～５月６日
４月27日
４月27日～５月６日、７月13日～８月31日、９月１日～10月1４日の土、日、祝

４月27日～５月５日

４月29日
４月下旬

美濃まつり
八百津だんじり祭り
多治見陶器まつり
武芸八幡宮花馬まつり
大矢田ひんここまつり
春の高山祭
古川祭（起し太鼓と屋台行列）
さくら道国際ネイチャーラン
関まつり・あんどんみこしコンクール
春の土岐市美濃焼まつり
美濃竹鼻ふじまつり
杵振り花馬祭り
臥龍桜・桜まつり
久田見からくり祭り
栃尾温泉さくらまつり
飛騨神岡祭

岐阜城パノラマ夜景
水の都おおがきたらい舟

さかなワクワク公園スプリングフェスタ
恵那山・富士見台高原山開き

美濃市
八百津町
多治見市
関　市
美濃市
高山市
飛騨市
郡上市
関　市
土岐市
羽島市
中津川市
高山市
八百津町
高山市
飛騨市

岐阜市
大垣市

白川町
中津川市

市街地、八幡神社
大舩神社
本町オリベストリート周辺
武芸八幡宮
大矢田神社
日枝神社周辺
古川町市街地
名古屋市～郡上市～金沢市
関市本町通ほか
セラトピア土岐
竹鼻別院
安弘見神社及び蛭川地域内
臥龍公園
神明、白髭神社
奥飛騨温泉郷栃尾温泉洞谷一帯
神岡町市街地

岐阜城天守閣
市営東外側駐車場前
～奥の細道むすびの地記念館前
さかなワクワク公園
萬岳荘

3月25日～４月14日
４月６日・７日
４月６日
４月７日
４月７日
４月７日
４月上旬～中旬
４月13日

海津市
岐阜市
大垣市
御嵩町
池田町
揖斐川町
下呂市
岐阜市

木曽三川公園センター
中心市街地一帯
水門川一帯
中山道みたけ館（駐車場）
池田町藤代霞間ヶ渓公園ほか
谷汲門前駐車場
和佐地区
手力雄神社

木曽三川公園チューリップ祭２０１９
岐阜まつり協賛第47回道三まつり
春の芭蕉祭
御嵩薬師祭礼
第69回池田サクラまつり
谷汲さくらまつり
苗代桜ライトアップ
手力の火祭

高山市
北方町
垂井町
七宗町
神戸町
下呂市
土岐市
揖斐川町
垂井町
恵那市

高山陣屋周辺・櫻山八幡宮表参道
北方町商店街通
八重垣神社・中山道垂井宿一帯
ロックガーデン
日吉神社
鳳凰座
織部ヒルズ
三輪神社周辺
南宮大社・御旅神社
明智町市街地

５月10日
５月11日
５月１１日・１２日

５月１１日・１２日
５月11日～10月15日
５月11日～10月15日（但し、増水時・中秋の名月９月16日は中止）

５月18日・19日
５月20日
５月下旬

播隆祭・北アルプス飛騨側開山祭
恵那山ウエストン祭
大垣まつり

美濃白川茶まつり
小瀬鵜飼

ぎふ長良川の鵜飼
高田祭
乗鞍山麓五色ヶ原の森開山祭
白川郷田植えまつり

高山市
中津川市
大垣市

白川町
関　市

岐阜市
養老町
高山市
白川村

新平湯温泉村上神社境内
恵那山ウエストン公園
大垣八幡神社周辺、東外側通り、
大垣駅通りほか
道の駅美濃白川
長良川河畔小瀬

長良川河畔
高田商店街一帯
五色ヶ原の森案内センター
荻町地内

新元号制定記念「高山祭屋台の特別曳き揃え」

北方まつり
垂井曳　まつり
赤池弁財天祭
神戸山王まつり
鳳凰座歌舞伎
土岐美濃焼まつり
いび祭り
例大祭
ちょっとおんさい祭/光秀まつり

６月2日
６月10日
６月中旬
６月中旬
６月９日

下呂市
北方町
白川町
東白川村
大垣市

御嶽山濁河登山口
西順寺
飛騨川漁業協同組合管轄河川
漁業協同組合管轄河川
曽根城公園

６月上旬～下旬
６月中旬～７月上旬
６月22日

６月26日

月見の森あじさい祭
あじさいまつり
ONSEN・ガストロノミーウォーキング in 奥飛騨・平湯温泉

奥飛騨温泉郷露天風呂の日

海津市
関　市

高山市
高山市

月見の森一帯
関市板取地域

奥飛騨温泉郷平湯温泉
奥飛騨温泉郷

７月27日
７月下旬
７月下旬
７月下旬
７月下旬
7月下旬
7月下旬

全国選抜長良川中日花火大会
夜叉ヶ池伝説道中まつり
美山いかだ川下り
かわしま燦々夏まつり
阿弥陀ヶ滝みそぎ祭
中山道鵜沼宿秋まつり
炎の祭典 土岐市織部まつり

岐阜市
揖斐川町
山県市
各務原市
郡上市
各務原市
土岐市

長良川河畔
遊らんど坂内等
武儀川上流
河川環境楽園
阿弥陀ヶ池
鵜沼宿一帯
セラトピア土岐周辺

８月１１日
８月12日・１3日
８月12日～１5日
８月13日～１6日
８月14日
８月14日
８月15日
８月24日
８月下旬
８月下旬
８月下旬

手力の火祭・夏
中津川夏まつりおいでん祭
白鳥おどり徹夜おどり
郡上おどり徹夜おどり
濃尾大花火
飛騨小坂力持ち小太郎火まつり
笠松川まつり（万灯流し）
馬瀬川花火大会
いわむら城址薪能
飛騨神岡ツーデーウォーク
いこ舞ひちそう夏まつり

岐阜市
中津川市
白鳥町
郡上市
羽島市
下呂市
笠松町
下呂市
恵那市
飛騨市
七宗町

長良川公園
12日、中津川河畔（桃山）・13日、市街ほか
白鳥町、上本町ほか
八幡町、新町、橋本町、本町
濃尾大橋北・木曽川河畔
飛騨小坂
木曽川河畔笠松みなと公園
馬瀬中切地内
歴史資料館前
神岡町流葉地区
七宗町体育館周辺

御嶽山安全祈願祭・山開き
時の太鼓
鮎友釣り解禁
鮎友釣り解禁
第26回曽根城公園花しょうぶ祭

８月１日～８月４日
８月１日～８月３日
８月３日
８月３日
８月７日
８月上旬
８月上旬
８月上旬
８月第２土曜日
８月10日
８月10日

大垣市
下呂市
美濃加茂市
岐阜市
郡上市
瑞穂市
揖斐川町
瑞浪市
川辺町
各務原市
本巣市・大野町

本町・駅通りほか
下呂温泉街
美濃太田駅前通り・木曽川ライン公園
長良川河畔
明建神社
市役所周辺
揖斐川河畔
ＪＲ瑞浪駅前周辺
川辺町役場前
木曽川河畔
根尾川薮川橋上流

水都まつり
下呂温泉まつり
おん祭ＭＩＮＯＫＡＭＯ2019夏の陣
長良川全国花火大会
薪能「くるす桜」
みずほ汽車まつり
いびがわの祭り「ありがとう花火」
美濃源氏七夕まつり
川辺おどり・花火大会
日本ライン夏まつり納涼花火大会
第26回根尾川花火大会

７月1日
７月中旬～９月上旬
７月下旬
７月中旬～８月下旬
７月中旬～８月下旬の土曜日　3日（土）除く

７月中旬～８月下旬
７月中旬～８月下旬

養老町
郡上市
各務原市
白鳥町

下呂市
可児市
海津市

養老の滝
八幡町市街地
おがせ池周辺
白鳥町内一円

下呂温泉街（阿多野谷沿い）
花フェスタ記念公園内
木曽三川公園センター

第93回養老の「滝開き式」
郡上おどり
おがせ池夏まつり花火大会
白鳥おどり

下呂温泉いでゆ夜市
キッズサマー
木曽三川公園「夏の水物語」

９月５日
９月８日・９日
９月上旬
９月中旬～11月上旬（予定）
９月上旬

飛騨市
郡上市
中津川市
海津市
土岐市

数河白山神社・松尾白山神社
寒水白山神社
かしも明治座
木曽三川公園センター
陶史の森

９月１５日
９月28日
９月29日
９月下旬
９月下旬

第４３回東白川村郷土歌舞伎公演
飛騨古川きつね火まつり
関ケ原陣跡制覇ウォーキング2019
みのじのみのり祭り
美濃歌舞伎公演

東白川村
飛騨市
関ケ原町
恵那市
瑞浪市　

はなのき会館
古川町市街地
関ケ原町内
恵那駅周辺街
美濃歌舞伎博物館「相生座」

数河獅子
寒水の掛踊
加子母歌舞伎公演
木曽三川公園「秋の花物語」
陶史の森まつり

写真：樽見鉄道

22岐阜県観光イベントカレンダー



4月のイベント APRIL

5月のイベント MAY

6月のイベント JUNE

7月のイベント JULY

8月のイベント AUGUST

9月のイベント SEPTEMBER

春●SPRING

夏●SUMMER

秋●AUTUMN

岐阜県観光イベントカレンダー

５月1日

５月２日・３日
５月２日～４日
５月３日
５月３日・４日
５月３日・４日
５月３日～5日
５月４日・５日
５月５日
５月上旬

４月13日・14日
４月13日・14日
４月13日・14日
４月中旬の日曜
４月14日
４月14日・15日
４月19日・20日
４月19日～22日
４月20日・21日
４月20日・21日
４月20日～５月５日
４月中旬
４月中旬～下旬
４月21日
４月23日～５月６日
４月27日
４月27日～５月６日、７月13日～８月31日、９月１日～10月1４日の土、日、祝

４月27日～５月５日

４月29日
４月下旬

美濃まつり
八百津だんじり祭り
多治見陶器まつり
武芸八幡宮花馬まつり
大矢田ひんここまつり
春の高山祭
古川祭（起し太鼓と屋台行列）
さくら道国際ネイチャーラン
関まつり・あんどんみこしコンクール
春の土岐市美濃焼まつり
美濃竹鼻ふじまつり
杵振り花馬祭り
臥龍桜・桜まつり
久田見からくり祭り
栃尾温泉さくらまつり
飛騨神岡祭

岐阜城パノラマ夜景
水の都おおがきたらい舟

さかなワクワク公園スプリングフェスタ
恵那山・富士見台高原山開き

美濃市
八百津町
多治見市
関　市
美濃市
高山市
飛騨市
郡上市
関　市
土岐市
羽島市
中津川市
高山市
八百津町
高山市
飛騨市

岐阜市
大垣市

白川町
中津川市

市街地、八幡神社
大舩神社
本町オリベストリート周辺
武芸八幡宮
大矢田神社
日枝神社周辺
古川町市街地
名古屋市～郡上市～金沢市
関市本町通ほか
セラトピア土岐
竹鼻別院
安弘見神社及び蛭川地域内
臥龍公園
神明、白髭神社
奥飛騨温泉郷栃尾温泉洞谷一帯
神岡町市街地

岐阜城天守閣
市営東外側駐車場前
～奥の細道むすびの地記念館前
さかなワクワク公園
萬岳荘

3月25日～４月14日
４月６日・７日
４月６日
４月７日
４月７日
４月７日
４月上旬～中旬
４月13日

海津市
岐阜市
大垣市
御嵩町
池田町
揖斐川町
下呂市
岐阜市

木曽三川公園センター
中心市街地一帯
水門川一帯
中山道みたけ館（駐車場）
池田町藤代霞間ヶ渓公園ほか
谷汲門前駐車場
和佐地区
手力雄神社

木曽三川公園チューリップ祭２０１９
岐阜まつり協賛第47回道三まつり
春の芭蕉祭
御嵩薬師祭礼
第69回池田サクラまつり
谷汲さくらまつり
苗代桜ライトアップ
手力の火祭

高山市
北方町
垂井町
七宗町
神戸町
下呂市
土岐市
揖斐川町
垂井町
恵那市

高山陣屋周辺・櫻山八幡宮表参道
北方町商店街通
八重垣神社・中山道垂井宿一帯
ロックガーデン
日吉神社
鳳凰座
織部ヒルズ
三輪神社周辺
南宮大社・御旅神社
明智町市街地

５月10日
５月11日
５月１１日・１２日

５月１１日・１２日
５月11日～10月15日
５月11日～10月15日（但し、増水時・中秋の名月９月16日は中止）

５月18日・19日
５月20日
５月下旬

播隆祭・北アルプス飛騨側開山祭
恵那山ウエストン祭
大垣まつり

美濃白川茶まつり
小瀬鵜飼

ぎふ長良川の鵜飼
高田祭
乗鞍山麓五色ヶ原の森開山祭
白川郷田植えまつり

高山市
中津川市
大垣市

白川町
関　市

岐阜市
養老町
高山市
白川村

新平湯温泉村上神社境内
恵那山ウエストン公園
大垣八幡神社周辺、東外側通り、
大垣駅通りほか
道の駅美濃白川
長良川河畔小瀬

長良川河畔
高田商店街一帯
五色ヶ原の森案内センター
荻町地内

新元号制定記念「高山祭屋台の特別曳き揃え」

北方まつり
垂井曳　まつり
赤池弁財天祭
神戸山王まつり
鳳凰座歌舞伎
土岐美濃焼まつり
いび祭り
例大祭
ちょっとおんさい祭/光秀まつり

６月2日
６月10日
６月中旬
６月中旬
６月９日

下呂市
北方町
白川町
東白川村
大垣市

御嶽山濁河登山口
西順寺
飛騨川漁業協同組合管轄河川
漁業協同組合管轄河川
曽根城公園

６月上旬～下旬
６月中旬～７月上旬
６月22日

６月26日

月見の森あじさい祭
あじさいまつり
ONSEN・ガストロノミーウォーキング in 奥飛騨・平湯温泉

奥飛騨温泉郷露天風呂の日

海津市
関　市

高山市
高山市

月見の森一帯
関市板取地域

奥飛騨温泉郷平湯温泉
奥飛騨温泉郷

７月27日
７月下旬
７月下旬
７月下旬
７月下旬
7月下旬
7月下旬

全国選抜長良川中日花火大会
夜叉ヶ池伝説道中まつり
美山いかだ川下り
かわしま燦々夏まつり
阿弥陀ヶ滝みそぎ祭
中山道鵜沼宿秋まつり
炎の祭典 土岐市織部まつり

岐阜市
揖斐川町
山県市
各務原市
郡上市
各務原市
土岐市

長良川河畔
遊らんど坂内等
武儀川上流
河川環境楽園
阿弥陀ヶ池
鵜沼宿一帯
セラトピア土岐周辺

８月１１日
８月12日・１3日
８月12日～１5日
８月13日～１6日
８月14日
８月14日
８月15日
８月24日
８月下旬
８月下旬
８月下旬

手力の火祭・夏
中津川夏まつりおいでん祭
白鳥おどり徹夜おどり
郡上おどり徹夜おどり
濃尾大花火
飛騨小坂力持ち小太郎火まつり
笠松川まつり（万灯流し）
馬瀬川花火大会
いわむら城址薪能
飛騨神岡ツーデーウォーク
いこ舞ひちそう夏まつり

岐阜市
中津川市
白鳥町
郡上市
羽島市
下呂市
笠松町
下呂市
恵那市
飛騨市
七宗町

長良川公園
12日、中津川河畔（桃山）・13日、市街ほか
白鳥町、上本町ほか
八幡町、新町、橋本町、本町
濃尾大橋北・木曽川河畔
飛騨小坂
木曽川河畔笠松みなと公園
馬瀬中切地内
歴史資料館前
神岡町流葉地区
七宗町体育館周辺

御嶽山安全祈願祭・山開き
時の太鼓
鮎友釣り解禁
鮎友釣り解禁
第26回曽根城公園花しょうぶ祭

８月１日～８月４日
８月１日～８月３日
８月３日
８月３日
８月７日
８月上旬
８月上旬
８月上旬
８月第２土曜日
８月10日
８月10日

大垣市
下呂市
美濃加茂市
岐阜市
郡上市
瑞穂市
揖斐川町
瑞浪市
川辺町
各務原市
本巣市・大野町

本町・駅通りほか
下呂温泉街
美濃太田駅前通り・木曽川ライン公園
長良川河畔
明建神社
市役所周辺
揖斐川河畔
ＪＲ瑞浪駅前周辺
川辺町役場前
木曽川河畔
根尾川薮川橋上流

水都まつり
下呂温泉まつり
おん祭ＭＩＮＯＫＡＭＯ2019夏の陣
長良川全国花火大会
薪能「くるす桜」
みずほ汽車まつり
いびがわの祭り「ありがとう花火」
美濃源氏七夕まつり
川辺おどり・花火大会
日本ライン夏まつり納涼花火大会
第26回根尾川花火大会

７月1日
７月中旬～９月上旬
７月下旬
７月中旬～８月下旬
７月中旬～８月下旬の土曜日　3日（土）除く

７月中旬～８月下旬
７月中旬～８月下旬

養老町
郡上市
各務原市
白鳥町

下呂市
可児市
海津市

養老の滝
八幡町市街地
おがせ池周辺
白鳥町内一円

下呂温泉街（阿多野谷沿い）
花フェスタ記念公園内
木曽三川公園センター

第93回養老の「滝開き式」
郡上おどり
おがせ池夏まつり花火大会
白鳥おどり

下呂温泉いでゆ夜市
キッズサマー
木曽三川公園「夏の水物語」

９月５日
９月８日・９日
９月上旬
９月中旬～11月上旬（予定）
９月上旬

飛騨市
郡上市
中津川市
海津市
土岐市

数河白山神社・松尾白山神社
寒水白山神社
かしも明治座
木曽三川公園センター
陶史の森

９月１５日
９月28日
９月29日
９月下旬
９月下旬

第４３回東白川村郷土歌舞伎公演
飛騨古川きつね火まつり
関ケ原陣跡制覇ウォーキング2019
みのじのみのり祭り
美濃歌舞伎公演

東白川村
飛騨市
関ケ原町
恵那市
瑞浪市　

はなのき会館
古川町市街地
関ケ原町内
恵那駅周辺街
美濃歌舞伎博物館「相生座」

数河獅子
寒水の掛踊
加子母歌舞伎公演
木曽三川公園「秋の花物語」
陶史の森まつり

写真：樽見鉄道

「
昭
和
天
皇
と
飛
騨
牛
」

１
９
８
６
年
（
昭
和
61
年
）
１
月
７
日
（
月
）
の
朝

日
新
聞
に
、
昭
和
天
皇
が
飛
騨
牛
に
つ
い
て
詠
ま
れ
た

歌
が
掲
載
さ
れ
た
の
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
お
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

飛
騨
牛
の
肉
を
皇
居
の
夏
七
月
九
日
、
十
日
に
食
す

牛
肉
の
よ
き
味
ひ
は
ひ
だ
人
（
千
町
）
の
た
を
や

か
な
る
に
（
牧
場
の
人
の
）
た
よ
り
な
る
ら
ん

（
い
た
つ
き
お
も
ふ
）

一
、
た
を
や
か
な
る
は
や
さ
（
優
）
し
い
こ
と

当
時
は
ま
だ
現
在
ほ
ど
飛
騨
牛
が
も
て
は
や
さ
れ
る

時
代
で
は
な
く
、“
神
戸
ビ
ー
フ
一
強“

の
時
代
で
あ
っ
た

こ
と
を
鑑
み
る
と
、
飛
騨
牛
の
素
晴
ら
し
さ
を
最
も
早
く

認
め
た
ひ
と
り
が
昭
和
天
皇
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、

飛
騨
の
肉
牛
生
産
者
に
と
っ
て
は
感
激
で
あ
っ
た
ろ
う
。

昭
和
天
皇
は
公
私
に
わ
た
り
そ
の
折
々
の
感
想
や
心

情
を
頻
繁
に
和
歌
に
詠
ん
で
お
ら
れ
た
。
こ
の
歌
で
も
、

（　

）
の
中
に
表
現
上
で
ど
ち
ら
か
選
び
か
ね
る
言
葉

を
添
え
て
、
作
歌
上
の
指
南
役
で
あ
る
歌
人
・
岡
野
弘

彦
氏
の
助
言
を
仰
い
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

陛
下
が
鉛
筆
書
き
で
罫
紙
に
書
き
推
敲
さ
れ
た
歌
を
、

徳
川
義
寛
侍
従
長
（
当
時
）
が
毛
筆
で
清
書
し
、
岡
野

氏
に
お
見
せ
し
た
と
の
こ
と
。
岡
野
氏
は
文
化
功
労
者

で
芸
術
院
会
員
。
平
成
に
は
い
っ
て
か
ら
も
、
歌
会
始

の
選
者
を
何
度
も
務
め
ら
れ
、
ま
た
、
皇
太
子
さ
ま
や

雅
子
さ
ま
の
作
歌
の
ご
相
談
に
も
の
ら
れ
て
い
る
。

今
回
発
見
さ
れ
た
毛
筆
の
書
は
昭
和
天
皇
と
近
し
か
っ

た
方
が
保
管
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
侍
従
長
の
遺

族
も
徳
川
氏
の
字
だ
と
話
し
て
い
る
そ
う
だ
。
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